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市民憲章　わたしたちは　歴史と伝統を生かし　よい風習をそだて　大田原を文化の高いまちにしましょう市民憲章　わたしたちは　歴史と伝統を生かし　よい風習をそだて　大田原を文化の高いまちにしましょう

通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

５月３日(火・祝)、新旧与一くん引継式（左：新  与一くん　道の駅 那須与一の郷）

総　合　…………………………………… ２～12
　自治会長の皆さん、国保税税率引き上げ
　学校給食費無料化の見直し  ほか
イベント　……………………………………… 13
お知らせ　…………………………………14～24
図書館・統計　………………………………… 25
芭蕉の館・彫刻周遊　………………………… 26
ハーモニーホール　…………………………… 27
フォトスケッチ　……………………………… 28

東日本大震災に関して、公共機関と紛らわしい名称や
団体等を名乗って「災害義援金」等を名目にお金を振
り込ませようとしたり、家庭を訪問して募金を求める事
案が発生しています。
義援金を求められても、すぐにお金を振り込んだり、渡
したりすることはせず、不審に思ったら警察に通報して
ください。

総務課総務防災係 　　 （２３）１１１１

★ 災害義援金をかたる詐欺に注意
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大
田
原
地
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自
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五
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二
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ニ
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ニ
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ウ
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中
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富
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見
中
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修
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自
治
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氏　
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榮
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忠
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神
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喜
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淳
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富
士
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ハ
イ
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命
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齋
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利
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赤
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室
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敏
雄

富
士
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平
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邦
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富
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山
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富
一

赤
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田
中　

光
夫

若
草　
　
　
　
　

村
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幹
雄

若
葉　
　
　
　
　

大
金　

好
美

加
治
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木
下　

正
治

実
取
団
地　
　
　

青
山
涼
恵
子

　

自
治
会
長（
区
長
）さ
ん
は
、
市
民
と
市
を
結
ぶ
市
政
事
務
嘱
託

員
と
し
て
広
報
お
お
た
わ
ら
や
議
会
だ
よ
り
の
配
布
、
地
域
の
問
題

解
決
な
ど
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
自
治
会
に
加
入

し
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

平
成
23
年
度

　
大
田
原
市
の
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
で
す

平
成
23
年
度

　
大
田
原
市
の
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
で
す
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総　　合

地
デ
ジ
受
信
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か

　

８
月
１
日（
月
）、２
日（
火
）、８

　
　

日（
月
）、
９
日（
火
）、
15
日

　
　
（
月
）、
16
日（
火
）、
22
日（
月
）、

　
　

23
日（
火
）

●
時
　
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

●
悪
質
商
法
に
ご
注
意

　

最
近
、
テ
レ
ビ
調
査
員
や
工
事

　

人
を
名
乗
っ
て
不
正
請
求
を
行

　

っ
た
り
、
郵
便
に
よ
る
振
り
込

　

め
詐
欺（
架
空
請
求
）を
行
っ

　

た
り
す
る
事
例
が
お
き
て
い
ま

　

す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

　

誤
っ
た
情
報
や
不
十
分
な
情
報

　

に
基
づ
い
て
関
連
商
品
・
サ
ー

　

ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
悪
質
商
法

　

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

　

ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
栃
木
）

　
　
　

０
２
８（
３
３
３
）３
３
３
１

　

行
政
経
営
課
情
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管
理
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
５
９
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司
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狭
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岡
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暸
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築
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町
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彦

蜂
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木
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昭
孝

篠
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益
子　

俊
二

桧
木
沢　
　
　
　

猪
股　
　

學

桧
木
沢
サ
イ
プ
レ
ス　

岡
本　

憲
一

寒
井
南
部　
　
　

井
上　

正
典

寒
井
本
郷　
　
　

猪
股　

爽
祐

寒
井
北
部　
　
　

渡
邉　

忠
雄

寒
井
西
部　
　
　

原
田　
　

博

両
郷
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

中
野
内
上　
　
　

益
子　

鐡
雄

中
野
内
下　
　
　

佐
藤　

儀
信

河
原
上　
　
　
　

深
沢　
　

一

河
原
下　
　
　
　

関
谷　
　

忠

両
郷　
　
　
　
　

伊
藤　

忠
臣

寺
宿　
　
　
　
　

益
子　

賢
治

木
佐
美　
　
　
　

関
谷　

榮
一

大
久
保　
　
　
　

益
子　
　

賢

久
野
又　
　
　
　

益
子　

静
夫

大
輪
上　
　
　
　

大
森　

清
五

大
輪
下　
　
　
　

弓
座　

一
郎

川
田　
　
　
　
　

益
子　

喜
男

須
賀
川
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

須
佐
木
上　
　
　

渡
邉　

宗
五

須
佐
木
中　
　
　

大
森　

幸
次

須
佐
木
下　
　
　

佐
藤　

貞
夫

須
賀
川
上　
　
　

鈴
木　

章
壽

須
賀
川
中　
　
　

内
田　

莊
二

須
賀
川
下　
　
　

綿
引　

健
三

雲
岩
寺　
　
　
　

鈴
木　

一
利

露
久
保　
　
　
　

鈴
木　

安
幸

川
上　
　
　
　
　

佐
藤　
　

武

南
方
１
区　
　
　

菊
地　

孝
夫

南
方
２
区　
　
　

鈴
木　

光
秀

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

　

７
月
24
日
（
日
）
の
正
午
に
は
、

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
か
ら
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送（
地
デ
ジ
）

に
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

地
デ
ジ
化
対
策
を
さ
れ
て
い
な

い
ご
家
庭
は
、
お
早
め
に
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

地
デ
ジ
化
に
つ
い
て
お
困
り
の

方
は
、
次
の
と
お
り
相
談
窓
口
を

設
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
場
　
所

　

黒
羽
支
所   

臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー

●
期
　
間

　

６
月
13
日（
月
）、14
日（
火
）、20

　
　

日（
月
）、
21
日（
火
）、
27
日

　
　
（
月
）、28
日（
火
）

　

７
月
2
日（
土
）〜
５
日（
火
）、

　
　

10
日（
日
）〜
12
日（
火
）、
17

　
　

日（
日
）〜
19
日（
火
）、
24
日

　
　
（
日
）〜
26
日（
火
）
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市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
お

よ
び
課
税
限
度
額
を
平
成
23
年
度
か
ら
引

き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
す
る
最
終
回
は
、

今
ま
で
の
改
定
内
容
の
お
知
ら
せ
を
も
と

に
、
５
ペ
ー
ジ
の
計
算
例
を
参
考
に
、
以

下
の
表
の
カ
ッ
コ
内
に
数
字
を
入
れ
、
ご

自
身
の
世
帯
の
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保

険
税
を
試
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

国
保
税
が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
国
保
年
金
課
賦
課
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

①
天
災
、
そ
の
他
の
災
害
を
受
け
た
場
合

②
貧
困
に
よ
り
、
生
活
の
た
め
公
私
の
扶

　

助
を
受
け
て
い
る
方

③
疾
病
・
事
業
不
振
・
廃
業
・
失
業
に
よ

　

り
、
本
年
中
の
合
計
所
得
が
前
年
中
の

　

合
計
所
得
よ
り
30
％
以
上
減
少
し
、
か

　

つ
、
前
年
中
の
合
計
所
得
が
４
０
０
万

　

円
以
下
の
方

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

国
保
年
金
課
賦
課
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
９
２

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
等
改
定
の
お
知
ら
せ
③

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
等
改
定
の
お
知
ら
せ
③

平
成
23
年
度
か
ら
税
率
お
よ
び
限
度
額
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

（医　　療
給付費分

（国保に加入
されている
方全員が対
象です。）

後期高齢者
支援金等分

（国保に加入
されている
方全員が対
象です。）

介　　護
給付金分

（国保加入者
のうち、40～
64歳の方が
対象です。）

区　　分 計　算　式

（Ｉ）＋（Ｊ）－（Ｇ）＝
　　※ 小計が10万円を超える場合は課税限度額の10万

金　　額

「①課税対象所得の合計」は、各自の所得からそ
れぞれ33万円を控除した金額を合計した額です。
(所得が、33万円以下の方の分は、課税対象所得
を0円としてください。）

（Ａ）＋（Ｂ）ー（Ｃ）＝
　　※ 小計が50万円を超える場合は課税限度額の50万

国保加入者数
　　　　　　　　 人  ×  １５，０００円  ＝

①課税対象所得の合計
　　　　　　　　　　　　　　  円  ×  ８．９％  ＝

医療 ＋ 後期高齢者 ＋ 介護　（Ｄ）＋（Ｈ）＋（Ｋ）

円（Ａ）

円（Ｂ）

　　　　　　　円（Ｃ）

円（Ｄ）

円（Ｅ）

円（Ｆ）

　　　　　　　円（Ｇ）

円（Ｈ）

円（Ｉ）

円（Ｊ）

　　　　　　　円（Ｇ）

円（Ｋ）

国保加入者数
　　　　　　　　  人  ×  ４１，０００円  ＝

[ 下表を参考に軽減額を計算します。]
（　　　　　）割軽減　×（Ｂ）  ＝

[ 下表を参考に軽減額を計算します。]
（　　　　　）割軽減　×（Ｉ）＝

所得割額

均等割額

小　　計

所得割額

均等割額

低所得世帯
へ の 軽 減

小　　計

均等割額

小　　計

所得割額

①課税対象所得の合計
　　　　　　　　　　　　　　 円  ×  ２．３％  ＝

（Ｅ）＋（Ｆ）－（Ｇ）＝
　　※ 小計が13万円を超える場合は課税限度額の13万

国保加入者数
　　　　　　　　 人  ×  １１，０００円  ＝
[ 下表を参考に軽減額を計算します。]
（　　　　　）割軽減　×（Ｅ）  ＝

①課税対象所得の合計
　　　　　　　　　　　　　　 円  ×  ２．４％  ＝

納税義務者を除く
被保険者数

０人
１人
２人
３人
４人

３３０，０００ 円以下
３３０，０００ 円以下
３３０，０００ 円以下
３３０，０００ 円以下
３３０，０００ 円以下

ー
５７５，０００ 円以下
８２０，０００ 円以下

１，０６５，０００ 円以下
１，３１０，０００ 円以下

６８０，０００ 円以下
１，０３０，０００ 円以下
１，３８０，０００ 円以下
１，７３０，０００ 円以下
２，０８０，０００ 円以下

被保険者数と被保険者の合計所得とにより、均等割額について７割・５割・２割の軽減措置があります

○ 被保険者の合計所得が  33万円以下　　　　　　　⇒　７割軽減
○ 　　　　〃　　　　　  33万円超  82万円以下　　  ⇒　５割軽減
○ 　　　　〃　　　　　  82万円超138万円以下　　  ⇒　２割軽減

国保税の低所得世帯に対する軽減について

）

７割軽減該当所得 ５割軽減該当所得 ２割軽減該当所得

円合計（国保税額）

低所得世帯
へ の 軽 減

低所得世帯
へ の 軽 減

※ 軽減の見方 … 納税義務者を除く被保険者が２人の場合は、



平成23年６月１日号5

総　　合

【計算例１】
　　国民健康保険に加入している満68歳の女性は１人暮らしで、収入は、前年中のパート給与収入が年額
　70万円、公的年金収入が年額145万円の場合

【計算例２】
　

・妻の給与収入120万円については、給与所得控除( △65万円)により、所得(120万円－65万円)で55万円。
・夫の給与収入360万円については、給与所得控除[(360万円／４、千円未満切り捨て)×3.2－54万円 ]
　により、所得234万円。不動産収入については、30万円から必要経費５万円を控除し、所得が25万円と
　なります。

医　　療
給付費分

後期高齢者
支援金等分

介　　護
給付金分

区　　分 計　算　式

（Ｉ）＋（Ｊ）＋（Ｋ）＝
　※ 小計が10万円を超える場合は課税限度額の10万円

金　　額

（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）＝
　※ 小計が50万円を超える場合は課税限度額の50万円

医療 ＋ 後期高齢者 ＋ 介護（Ｄ）＋（Ｈ）＋（Ｌ）

０円（Ａ）

４１，０００円（Ｂ）

２８，７００円（Ｃ）

１２，３００円（Ｄ）

０円（Ｅ）

１１，０００円（Ｆ）

　　７，７００円（Ｇ）

３，３００円（Ｈ）

０円（Ｉ）

０円（Ｊ）

　　　　　０円（Ｋ）

０円（Ｌ）

国保加入者数
　　　       １　　 　 人       ×  ４１，０００円         ＝

　　　   　７　　 割軽減    ×           （Ｂ）   　      ＝

所得割額

均等割額

小　　計

所得割額

均等割額

低 所 得 世 帯
へ の 軽 減

小　　計

均等割額

小　　計

所得割額

（Ｅ）＋（Ｆ）＋（Ｇ）＝
　※ 小計が13万円を超える場合は課税限度額の13万円

　　　   　７　　 割軽減    ×           （Ｆ）              ＝

１５，６００円合計（国保税額）

低 所 得 世 帯
へ の 軽 減

低 所 得 世 帯
へ の 軽 減

区　　分 計　算　式

（Ｉ）＋（Ｊ）－（Ｊ）＝
　※小計が10万円を超える場合は課税限度額の10万円

金　　額

（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）＝
 　※小計が50万円を超える場合は課税限度額の50万円

国保加入者のうち介護該当者数
　　　       １　　 　 人       ×  １５，０００円         ＝

①課税対象所得の合計
　　　　２，４８０，０００　円  ×  ８．９％         ＝

医療 ＋ 後期高齢者 ＋ 介護（Ｄ）＋（Ｈ）＋（Ｋ）

２２０，７２０円（Ａ）

１２３，０００円（Ｂ）

　　　　　０円（Ｃ）

３４３，７００円（Ｄ）

５９，５２０円（Ｅ）

３３，０００円（Ｆ）

　　　　　　０円（Ｇ）

９２，５００円（Ｈ）

５１，９８０円（Ｉ）

１５，０００円（Ｊ）

　　　　　　０円（Ｇ）

６６，９００円（Ｋ）

国保加入者数
　　　       ３　　 　 人       ×  ４１，０００円         ＝

　　　   　０　　 割軽減    ×           （Ｂ）   　      ＝

　   　０　　 割軽減    ×           （Ｉ）   　       ＝

所得割額

均等割額

小　　計

所得割額

均等割額

低 所 得 世 帯
へ の 軽 減

小　　計

均等割額

小　　計

所得割額

②課税対象所得の合計
　　　　２，２６０，０００　 円  ×  ２．３％          ＝

（Ｅ）＋（Ｆ）－（Ｇ）＝
　※ 小計が13万円を超える場合は課税限度額の13万円

　　　   　０　　 割軽減    ×           （Ｅ）   　      ＝

①課税対象所得の合計
　　　　２，４８０，０００　円  ×  ２．４％           ＝

５０３，１００円合計（国保税額）

低 所 得 世 帯
へ の 軽 減

低 所 得 世 帯
へ の 軽 減

医　　療
給付費分

介　　護
給付金分

（国保に加入され
ている方全員が
対象です。）

（国保に加入さ
れている方全員
が対象です。）

（国保加入者のう
ち、40～64 歳の
方が対象です。）

①課税対象所得の合計
　　　　　　　０　　　　　　  円  ×  ８．９％    ＝

（国保に加入され
ている方全員が
対象です。）

（国保に加入さ
れている方全員
が対象です。）

（国保加入者のう
ち、40～64 歳の
方が対象です。）

後期高齢者
支援金等分

・給与収入70万円については、給与所得控除(△65万円)により、所得ベース(70万円－65万円）が５万円。公的
　年金収入145万円については、公的年金に係る雑所得控除(満65歳以上の場合は△120万円)により、所得(145万
　円ー120万円)が 25万円。合計所得は、パート給与所得５万円＋公的年金所得25万で30万円が所得となります。

　国民健康保険に加入している夫婦と小学生の子ども１人の世帯。妻は満35歳で前年中のパート収入が年額
120万円。夫は満41歳で介護保険制度の第２号被保険者に該当し、前年中の収入は、給与収入が年額360万
円、不動産収入(田 約150aの賃借料)が年額30万円とそれに係る必要経費(租税公課)が５万円の場合。

①課税対象所得の合計
　　　　妻の課税対象所得　　550,000円 - 330,000円 ＝ 220,000円（ア）
　　　　夫の課税対象所得　　2,340,000円 + 250,000円 - 330,000円 ＝ 2,260,000円（イ）
　　　　（ア）+（イ）= 220,000円 + 2,260,000円 ＝ 2,480,000円
②課税対象所得の合計
　　　　介護給付分については、40歳以上64歳の方が対象であるため、夫（イ）のみ該当する。

（ ）介護給付金分は、満 68 歳のため課税されません。

国保加入者数
　　　       １　　 　 人       ×  １１，０００円         ＝

①課税対象所得の合計
　　　　　　　０　　　　　　 円  ×  １．８％     ＝

国保加入者数
　　　       ３　　 　 人       ×  １１，０００円         ＝
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大田原市の国民健康保険事業は市民の医療を保障し、
市民の福祉の増進を目的として行っています
大田原市の国民健康保険事業は市民の医療を保障し、
市民の福祉の増進を目的として行っています

■問い合わせ
　国保年金課賦課係
　　 （２３）８７９２

○国保事業を支えている財源は
　　国保事業の運営費は市民(国保加入者が原
　則)のみなさんからの国保税と、国、県から
　交付される補助金を主な財源として運営し
　ています。
　　また、医療負担が比較的少ない協会けん
　ぽや、健康保険組合、共済組合の被保険者
　の保険料などの一部を医療負担の多い国民
　健康保険に対して交付する仕組みとなって
　おり、国民健康保険以外の方からの支援も
　受けています。
○財政健全化に向けた平成23年度の税率改定
　について
　　平成22年度は２年毎における診療報酬改
　定が10年ぶりにプラス改定され医療費が急
　激に伸びました。また、高齢化の進展や経
　済の低迷等による所得の減少から、税収は
　当初予算額を大きく下回り、収支のバラン

　スが取れない状況となりました。
　　平成23年度は税収不足を補うために税率
　改定を行いましたが、急激な税率の増額改
　定を回避するために国民健康保険の財政調
　整基金の取り崩しと併せて税率改定を行い
　ました。税率改定を行わなかった場合は、
　前年同様、医療費の伸びが見込まれるため、
　財政調整基金を全額充当しても運営が困難
　となることは明らかであります。
　　このため、市は税率改定について大田原
　市国民健康保険運営協議会へ諮問し、審議
　の結果、承認の答申報告を受け、今年、３
　月定例市議会において、必要不可欠な税率
　改定を盛り込んだ平成23年度国民健康保険
　事業費特別会計案(当初予算)について、賛
　成多数(賛成27、反対１)で可決されました。
　　なお、平成23年度の当市の国保税率の状
　況については、次のとおりです。

医療給付分
（すべての被保険者）

後期高齢者
支援金等分

（すべての被保険者）

介護給付金分
（40歳以上65歳
未満の被保険者）

参考（計）

低所得世帯に対する軽減

所得割額

均等割額

課税限度額

加入者の前年の所得に応じ計算します。

加入者１人当たりの金額です。

加入者の前年の所得に応じ計算します。

加入者１人当たりの金額です。

加入者の前年の所得に応じ計算します。

加入者１人当たりの金額です。

所得割額

均等割額

課税限度額

所得割額

均等割額

課税限度額

所得割額

均等割額

課税限度額

項　　　目 内　　　容
改定前 改定後

比較増減
（平成 22 年度）（平成 23年度）

６．９％ ８．９％ ２．０％

37,000 円 41,000 円 4,000 円

470,000 円 500,000 円 30,000 円

１．８％ ２．４％ ０．６％

11,000 円 11,000 円 0 円

120,000 円 130,000 円 10,000 円

１．６％ ２．３％ ０．７％

13,000 円 15,000 円 2,000 円

90,000 円 100,000 円 10,000 円

10．３％ 13．６％ ３．３％

61,000 円 67,000 円 6,000 円

680,000 円 730,000 円 50,000 円

均等割額 均等割額

【大田原市国民健康保険税率等】

世帯の所得に応じ、均等割
額の７割・５割あるいは２
割を軽減します。
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当
市
で
は
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
保

護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

ま
た
、
食
育
、
徳
育
の
観
点
か
ら
小
中
学

校
の
給
食
費
無
料
化
の
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、
一

般
家
庭
で
も
所
得
の
目
減
り
な
ど
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
は
、
こ
の

世
代
の
市
内
定
住
を
促
進
し
、
住
宅
建
設

や
消
費
の
増
加
な
ど
の
経
済
効
果
も
生
ま

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
無
料
化
に
よ
り
、
社
会
の
多

く
の
人
の
納
税
に
よ
り
給
食
が
無
料
で
提

供
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
、
食
育
と
と

も
に
徳
育
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ

く
み
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
た

め
に
は
、
徳
育
も
重
要
な
要
素
で
す
。
徳

育
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
「
感
謝
し
敬
う

心
を
育
て
る
」が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
生

活
の
中
で
の

「
食
」を
通
し
て
、

人
に
感
謝
し
敬

う
心
を
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

食
育
は
、子
ど

も
た
ち
が
生
き

る
上
で
の
基
本

で
あ
っ
て
、知
育
、

徳
育
お
よ
び
体

育
の
基
礎
と
な

る
べ
き
も
の
で
す
。

　

食
育
基
本
法
で
は
、
食
育
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、「
国
民
の
食
生
活
が
自
然
の

恩
恵
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
食
に
関

わ
る
人
々
の
様
々
な
活
動
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
感
謝
の
念
や
理
解

が
深
ま
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
に
お
け
る
「
食
」に

関
す
る
指
導
に
お
い
て
、
学
校
給
食
は
、

「
単
な
る
栄
養
補
給
の
た
め
の
食
事
と
い

う
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
給
食
は
生

き
た
教
材
で
あ
り
、
学
校
教
育
の
一
環
で

あ
る
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
無
料
化
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
学
校
で
行
わ
れ
る
徳
育
の
生
き
た
教

材
に
も
な
り
、
な
お
い
っ
そ
う
自
然
の
恩

恵
を
含
め
、
社
会
や
数
多
く
の
人
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
す
し
、
ま
た
、

学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
家
庭
教
育
を
含
め

た
地
域
全
体
で
の
徳
育
推
進
の
大
き
な
柱

と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら

給
食
費
無
料
化
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
市
内
の
小
中
学
校
施
設
な
ど
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
早
急
に

修
繕
を
行
い
教
育
環
境
の
復
元
を
優
先
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
財
源
の
一
部
と
す
る

た
め
、
無
料
化
の
実
施
を
見
直
し
、
今
年

度
は
児
童
・
生
徒
一
人
月
額
２
千
円
の
補

助
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
は
、「
す
べ
て

は
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に
」を
掲
げ
る

大
田
原
市
に
と
っ
て
の
最
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
は
「
こ
れ
で
十
分
」と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
市
の
子
ど

も
が
次
代
の
社
会
を
担
い
、
そ
の
健
や
か

な
成
長
が
大
田
原
市
お
よ
び
我
が
国
社
会

の
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
き
、
総
合
的
な
子
ど
も
・
若

者
育
成
支
援
の
た
め
の
施
策
の
推
進
を
今

こ
そ
加
速
す
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
議
会
最
大
会
派
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

も
学
校
給
食
費
の
無
料
化
が
掲
げ
ら
れ
た

よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
当
市
の
給
食
費
無

料
化
の
取
り
組
み
が
先
駆
け
と
な
り
、
社

会
全
体
で
大
き
な
う
ね
り
が
起
き
よ
う
と

し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
こ
の
子
の
た
め
に
」「
こ
の
子
た
ち
の

た
め
に
」を
根
底
に
、
学
校
教
育
を
は
じ

め
と
し
た
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
総
務
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

　

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

で
は
、
市
内
で
も
震
度
６
強
と
い
う
未
曽

有
の
激
震
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
震

に
よ
り
、
住
家
の
被
害
と
し
て
、
全
壊
が

５
件
、
大
規
模
半
壊
が
５
件
、
半
壊
が
86
件
、

一
部
損
壊
が
９
０
９
件
と
い
う
状
況
で
あ

り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
震
発
生
後
、
直
ち
に
市
長

を
本
部
長
と
す
る
「
災
害
対
策
本
部
」を

設
置
し
、
被
害
状
況
の
把
握
や
、
水
道
を

は
じ
め
と
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
一
方
、
家
屋
の

被
害
認
定
を
着
実
に
進
め
、
速
や
か
な
「
り

災
証
明
」の
発
行
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
支

援
を
得
な
が
ら
東
北
地
方
か
ら
の
避
難
者

の
方
へ
の
対
応
、
復
旧
に
向
け
た
補
正
予

算
措
置
や
倒
壊
し
た
が
れ
き
の
集
積
も
迅

速
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
混
乱
し
た
状
況
が
落
ち
着
き

を
見
せ
、
４
月
１
日
に
は
「
災
害
復
興
本

部
」も
設
置
し
、
復
旧
か
ら
復
興
へ
と
対

策
を
切
り
替
え
、
復
興
計
画
を
策
定
し
て

所
要
の
対
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
災
害
対
応
の

重
点
を
明
確
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
本
庁

舎
が
損
壊
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
窓
口
手
続
き
な
ど
に
不
便
を
き
た
さ

な
い
よ
う
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
活

用
可
能
な
市
有
施
設
を
仮
庁
舎
と
し
て
行

政
事
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
役
所
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

本
庁
舎
を
修
繕
の
う
え
再
使
用
す
る
か
、

新
た
に
庁
舎
を
建
築
す
る
か
、
ま
た
は
既

存
の
い
ず
れ
か
の
市
有
施
設
を
庁
舎
と
し

て
利
用
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
よ
く
検
討
し
、
一
日
も
早
い

正
常
な
行
政
機
能
の
回
復
を
図
る
た
め
、

市
民
、
関
係
機
関
・
団
体
、
専
門
家
の
意

見
な
ど
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
と
し
て

の
方
針
を
定
め
る
た
め
の
諮
問
機
関
を
設

置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

　
　
　
（
２
３
）１
９
５
１

市
役
所
庁
舎
の
復
旧

学
校
給
食
費
無
料
化
の
見
直
し
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
住
宅

ま
た
は
家
財
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
納

税
者
で
、
納
税
困
難
の
理
由
に
よ
り
減
免

申
請
書
を
提
出
し
た
場
合
、
市
民
税
・
県

民
税
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
減
免
の
基
準

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
市
税
務
課
発
行
の
「
り
災
証
明
」内
容

　

が
全
壊
、
大
規
模
損
壊
ま
た
は
半
壊
の

　

い
ず
れ
か
の
判
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

②
納
税
者
又
は
同
居
す
る
控
除
対
象
配
偶

　

者
又
は
扶
養
親
族
が
所
有
す
る
住
宅
等

　

で
あ
る
こ
と
。

③
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
４
０
０
万

　

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※
損
害
保
険
で
災
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ

　

り
保
険
金
等
が
支
払
わ
れ
た
場
合
、
損

　

害
額
は
損
害
額
か
ら
保
険
金
額
を
除
い

　

た
金
額
と
な
り
ま
す
。

※
一
部
損
壊
の
方
、
も
し
く
は
居
住
以
外

　

の
家
屋
及
び
家
財
の
被
害
の
方
は
減
免

　

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※「
り
災
証
明
」の
判
定
を
受
け
、
生
活
に

　

通
常
必
要
な
資
産
に
被
害
を
受
け
損
失

　

額
が
生
じ
た
場
合
は
、
判
定
内
容
に
か

　

か
わ
ら
ず
所
得
税
及
び
市
民
税
・
県
民

　

税
（
市
県
民
税
申
告
の
方
は
市
県
民
税

　

の
み
）の
雑
損
控
除
（
所
得
控
除
）が
適

　

用
と
な
り
、
税
額
が
減
少
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

①
減
免
申
請
書
（
税
務
課
に
用
意
し
て
あ

　

り
ま
す
）

②
課
税
決
定
通
知
及
び
納
付
書
（
特
別
徴

　

収
（
給
与
天
引
き
）の
方
は
課
税
決
定

　

通
知
の
み
）

③
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
受
け
取

　

る
保
険
金
な
ど
の
金
額
が
分
か
る
も
の

④
印
鑑

●
申
請
時
期

　

減
免
の
申
請
は
、
課
税
決
定
通
知
な
ど

　

が
届
い
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
課
税
決
定
通
知
が
届
く
時
期
は

　

納
付
の
方
法
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
天
引
き
に
よ
り

　

納
付
）の
場
合

　

↓
５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
勤
務
先

　
　

か
ら
配
付
を
受
け
ま
す
。

○
普
通
徴
収
（
個
人
が
市
役
所
な
ど
で
直

　

接
納
付
）の
場
合

　
↓
６
月
15
日
以
降
に
郵
便
で
個
人
別
に

　
　

郵
送
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
２
５

　

こ
の
た
び
の
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
方
は
、
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が
受

け
ら
れ
、
税
務
署
で
手
続
を
行
う
こ
と
で

所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や

還
付
、
廃
車
と
な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車

重
量
税
の
還
付
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
税
に
つ
い
て
も
、
被
害
を
受

け
た
方
の
申
請
に
基
づ
き
、
法
人
県
民
税
・

事
業
税
、
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
、

自
動
車
税
な
ど
で
特
例
措
置
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
の
税
務
署
ま
た
は
県

税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　
　
　
（
２
２
）３
１
１
５

　

大
田
原
県
税
事
務
所
課
税
課

　
　
　
（
２
３
）４
１
７
２

　

市
で
は
、
中
小
零
細
企
業
の
経
営
の
安

定
や
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
必
要
な
事

業
資
金
を
円
滑
に
調
達
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な

ど
を
考
慮
し
、
次
の
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
　
間　

6
月
1
日（
水
）〜
平
成
24
年

　

3
月
30
日（
金
）

　

中
小
企
業
者
事
業
資
金（
市
制
度
融
資
）

の
既
存
貸
付
残
額
を
新
規
融
資
に
よ
り
借

り
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
借
換
は
、

毎
月
の
返
済
額
の
減
額
や
複
数
融
資
の
ま

と
め
に
有
効
な
方
法
で
す
。

○
借
換
が
可
能
な
資
金

　

市
制
度
融
資
資
金
ー
小
口
・
設
備
・
特

　

別
小
口
零
細
企
業
資
金

※
創
業
支
援
資
金
は
借
換
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
借
り
換
え
る
た
め
の
資
金

　

小
口
資
金
（
１
件
に
つ
き
５
０
０
万
円

　

以
内
）

○
対
象
者

　

市
制
度
融
資
資
金
の
既
存
融
資
が
あ
る

　

方
で
、
借
換
に
よ
り
健
全
な
事
業
活
動
の

　

維
持
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
中
小
企
業
者
。

○『
借
換
』の
条
件

・
据
置
期
間
に
あ
る
貸
付
は
対
象
外
で
す
。

・
責
任
共
有
制
度
対
象
の
貸
付
を
責
任
共

　

有
制
度
対
象
外
の
貸
付
で
借
り
換
え
る

　

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
借
り
換
え
を
す
る
元
の
資
金
に
延
滞
が

　

あ
る
場
合
は
、
借
り
換
え
を
す
る
資
金

　

に
新
た
に
借
り
入
れ
る
資
金
を
加
え
て

　

借
換
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
対
象

　

市
制
度
融
資
の
全
資
金

○
延
長
期
間

　

現
在
の
融
資
規
則
で
定
め
る
融
資
期
間

　

を
超
え
て
３
年
以
内
に
限
り
、
取
扱
金

　

融
機
関
・
信
用
保
証
協
会
が
認
め
た
期
間

　

こ
れ
ま
で
小
口
資
金
・
設
備
資
金
を
利

用
し
た
方
の
み
が
対
象
で
し
た
が
、
特
別

小
口
零
細
企
業
資
金
も
利
子
の
補
給
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
補
給
金
額

融
資
額
の
１
％
ま
た
は
支
払
っ
た
利
子
額

の
少
な
い
金
額
で
す
。（
同
一
中
小
企
業
者

は
１
年
度
に
つ
き
１
融
資
に
つ
い
て
の
み
。）

※
融
資
の
借
換
お
よ
び
融
資
期
間
の
延
長

　

の
可
否
に
つ
い
て
は
、
取
扱
金
融
機
関
・

　

信
用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
は
市
内
の
銀
行
、
信
用
金

　

庫
、
信
用
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
市
の

制
度
融
資

１   

市
制
度
融
資
の
借
換
が
で
き
ま
す

国
税
、
県
税
の
取
り
扱
い

２   

市
制
度
融
資
の
融
資
期
間
延
長
が

　

で
き
ま
す

３   

特
別
小
口
零
細
企
業
資
金
も
利
子

　

補
給
金
の
対
象
と
し
ま
す

市
民
税
・
県
民
税
の
減
免
制
度
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市
で
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で

被
害
に
遭
っ
た
住
宅
の
再
建
の
た
め
に
、

金
融
機
関
な
ど
の
融
資
を
受
け
て
住
宅
の

建
て
替
え
・
修
繕
を
す
る
方
に
対
し
、
金

利
の
一
部
を
補
助
し
、
被
災
者
の
住
宅
再

建
に
関
す
る
初
期
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
対
象
者

　

自
ら
居
住
し
て
い
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅

　

を
除
く
）
が
被
害
に
遭
い
、
平
成
23
年

　

３
月
11
日
以
降
に
金
融
機
関
な
ど
の
融

　

資
を
受
け
て
住
宅
の
建
て
替
え
・
修
繕

　

を
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市

　

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方
。

①
「
り
災
証
明
」で
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・

　

半
壊
の
判
定
を
受
け
た
住
宅
を
市
内
に

　

建
設
ま
た
は
購
入
を
す
る
方

②
市
が「
り
災
証
明
」を
発
行
し
た
住
宅
を

　

修
繕
す
る
方

※
塀
、
倉
庫
、
納
屋
な
ど
の
建
て
替
え
・
修

　

繕
は
対
象
外
。

●
対
象
融
資
額

①
建
て
替
え

　

50
万
円
〜
７
０
０
万
円

②
修
繕

　

50
万
円
〜
５
０
０
万
円

●
利
子
補
給
率

　

建
て
替
え
、
修
繕
と
も
年
２
・
０
％
ま
で

※
融
資
金
利
が
２
・
０
％
未
満
の
場
合
は
、

　

そ
の
金
利
。

●
利
子
補
給
期
間
　
５
年
間

●
申
請
期
限　

平
成
26
年
３
月
末
ま
で

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
左
記
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

　
　
　
（
２
３
）１
９
５
１

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
経
済
上
の
理
由

に
よ
り
事
業
活
動
が
縮
小
し
た
場
合
に
雇

用
調
整
助
成
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

●
内
　
容

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
（
※
１
・
２
）
に

　

よ
り
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

　

れ
た
事
業
主
が
、
労
働
者
の
雇
用
を
維

　

持
す
る
た
め
に
休
業
な
ど
を
実
施
し
た

　

場
合
、
休
業
手
当
な
ど
の
負
担
相
当
額

　

の
２
／
３
（
中
小
企
業
の
場
合
は
４
／

　

５
）が
助
成
さ
れ
ま
す（
※
３
）。

 

※
１　

交
通
手
段
の
途
絶
に
よ
り
従
業
員

　
　

が
出
勤
で
き
な
い
、
原
材
料
の
入
手

　
　

や
製
品
の
搬
出
が
で
き
な
い
、
来
客

　
　

が
な
い
場
合
や
、
事
業
所
、
設
備
等

　
　

が
損
壊
し
、
修
理
業
者
の
手
配
や
部

　
　

品
の
調
達
が
困
難
な
た
め
早
期
の
修

　
　

復
が
不
可
能
な
場
合
な
ど
が
助
成
対

　
　

象
と
な
り
ま
す
。

 

※
２　

事
業
所
の
倒
壊
や
生
産
設
備
の
損

　
　

壊
等
地
震
の
直
接
的
な
影
響
に
よ
る

　
　

も
の
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
休
業
中
の

　
　

賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は

　
　

雇
用
保
険
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
、

　
　

労
働
者
が
実
際
に
離
職
し
て
い
な
く

　
　

と
も
失
業
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

※
３　

１
人
１
日
当
た
り
７
５
０
５
円
が

　
　

上
限
で
す
。

●
支
給
要
件

①
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

②
生
産
量
ま
た
は
売
上
高
な
ど
の
事
業
活

　

動
を
示
す
指
標
の
最
近
３
カ
月
間
の
月

　

平
均
値
が
、
そ
の
直
前
ま
た
は
前
年
同

　

期
に
比
べ
５
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
田
原
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
田
原

　
　
　
（
２
２
）２
２
６
８

　

平
成
22
年
10
月
か
ら
、
旅
券
の
申
請
お

よ
び
受
領
の
手
続
き
が
市
民
課
の
パ
ス
ポ

ー
ト
窓
口
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
申
請
・
受
領
の
窓
口

　

市
民
課
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
（
東
別
館
１
階
）

※
湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
、
両
郷
出
張

　

所
、
須
賀
川
出
張
所
で
は
お
取
り
扱
い

　

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
申
請
書
は
置
い

　

て
あ
り
ま
す
。

●
申
請
・
受
領
の
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
大
田
原
市
で
申
請
で
き
る
方

・
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

・
本
市
に
住
民
登
録
は
な
い
が
、
学
生
や

　

単
身
赴
任
等
で
本
市
に
居
住
し
、
そ
の

　

こ
と
が
確
認
で
き
る
方（
居
所
申
請
）

※
た
だ
し
、
県
内
の
他
市
町
に
住
民
登
録

　

の
あ
る
方
は
、
本
市
で
の
居
所
申
請
は

　

で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
市

　

民
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
　
領

・
旅
券
の
受
領
は
「
本
人
の
み
」
と
な
り

　

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
日
曜
日
に
受
領
し
た
い
方
は
、
栃
木
県

　

旅
券
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
本
館
15
階
）
で

　

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

　

の
方
は
、
申
請
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ

　

い
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
受
領
窓
口
の

　

変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他

・
那
須
庁
舎
内
の
県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
な

　

ど
、
県
内
に
あ
っ
た
県
の
旅
券
の
申
請

　

お
よ
び
受
領
の
窓
口
は
、
昨
年
10
月
末

　

に
閉
所
し
ま
し
た
。

・
栃
木
県
旅
券
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
の
１

　

月
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
構
内
か
ら
栃

　

木
県
庁
本
館
15
階
に
移
り
、
現
在
は
、

　

日
曜
日
交
付
希
望
者
の
受
領
窓
口
の
み

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
旅
券
の
申
請
は

　

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。）

※
旅
券
の
申
請
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ　

↓　

く
ら
し

　
　

↓　

パ
ス
ポ
ー
ﾄ
の
申
請
・
受
領

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
５
２

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp

雇
用
調
整
助
成
金

東
北
太
平
洋
沖
地
震
で
住
宅

に
被
害
が
あ
っ
た
方
へ

〜
住
宅
再
建
に
対
す
る
利
子
補
給
制
度
〜

パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）の

申
請
・
受
領
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市
で
は
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
子
育
て

環
境
向
上
の
た
め「
子
育
て
支
援
券（
通

称
:子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
）事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
は「
ど
な
た

で
も
」購
入
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
平
成
22
年
度
の
実
績

○
販
売
実
績

　

１
億
２
３
０
０
万
２
０
０
０
円

　
（
前
年
度
に
比
べ
16  

６
％
減
少
）

○
子
育
て
支
援
基
金
へ
の
積
立
額

　

２
５
０
万
２
２
９
０
円

　

換
金
手
数
料
（
利
用
額
の
１
％
）
１
２
４

　

万
９
２
７
０
円
、
そ
れ
と
同
額
と
な
る

　

市
負
担
分
の
合
計
額
に
募
金
な
ど
も
含

　

ま
れ
ま
す
。

※
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
・
流
通
か
ら

　

換
金
手
続
き
ま
で
に
時
間
差
が
あ
り
ま

　

す
。こ
の
た
め
、
販
売
実
績
の
１
％
に
相

　

当
す
る
金
額
と
実
際
の
換
金
手
数
料
の

　

金
額
と
で
は
多
少
の
差
が
生
じ
ま
す
。

●
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

○
市
の
機
関　

商
工
観
光
課
(総
合
文
化

　

会
館
２
階
）、
下
水
道
課
、
大
田
原
図
書

　

館
、
湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
、
両
郷
出

　

張
所
、須
賀
川
出
張
所

○
そ
の
他
の
販
売
所　

大
田
原
市
勤
労
者

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、ふ
れ
あ
い
の
丘
シ
ャ

　

ト
ー
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
、
道
の
駅
那
須

　

与
一
の
郷
、
大
田
原
商
工
会
議
所
、
湯
津

　

上
商
工
会
、黒
羽
商
工
会

○
取
次
ぎ
販
売　

市
立
保
育
園
、各
地
区
公

　

民
館

●
ご
使
用
の
お
願
い

　

子
育
て
支
援
券
制
度
は
、
市
民
の
皆
様

　

が
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
利
用
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の
基

　

金
が
増
え
ま
す
の
で
、
個
人
で
買
物
す

　

る
時
に
は
、
ぜ
ひ
現
金
で
は
な
く「
子
育

　

て
チ
ケ
ッ
ト
」を
ご
利
用
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
、お
祝
い
の
お
返
し（
内
祝
、

　

快
気
祝
、
御
礼
、
寸
志
な
ど
）や
記
念
品

　

と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
ギ
フ
ト
包
装

　

も
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理

　

解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
基
金
の
使
い
道

　

平
成
22
年
度
は
乳
幼
児
の
「
細
菌
性

　

髄
膜
炎
」を
予
防
す
る「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」

　

接
種
の
助
成
や
給
食
費
の
一
部
助
成
に

　

使
用
さ
れ
ま
す
。

●
ご
使
用
の
注
意

　

旧
金
券（
５
０
０
円
券
）は
、使
用
期
限
を

　

発
行
日
か
ら
１
年
以
内
と
し
て
い
ま
し

　

た
が
、
暫
定
措
置
と
し
て
、
そ
の
使
用
と

　

換
金
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の

　

で
、引
き
続
き
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
募
集

　

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
加
盟
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

【 取次ぎ販売 】
　市立保育園、各地区公民館

ポッポ農園

至 那珂川町

至 黒磯

湯けむりふれあいの丘

那須国造の碑

コンビニ

品川台工業団地

ベイシア

若草中

ホテル花月

富士電機大田原赤十字病院
ベイシア

カンセキ

至 野崎

ＴＯＢＵ
王冠ボウル

大田原警察署
至 那須塩原駅

至 西那須野駅

若草中

たいらや

蛇尾川

光丸山法輪寺

南大通り

那珂川

ホテル花月

ＪＵＫＩ
塩原屋塩原屋塩原屋塩原屋

コンビニ

至 佐久山 箒川箒川

ライスライン

ライスラインライスライン

「大田原市子育て支援券（子育て
　チケット）」販売所案内図

総合文化会館２階

２２－６６２１
大田原市管理公社

９８－２１１１

２３－８６４１
道の駅那須与一の郷

５４－１１１１
黒羽支所

勤労者総合福祉
センター１階

湯津上支所

９８－２５２７
湯津上商工会

５４－０５６８
黒羽商工会

５９－０１１１
両郷出張所

５７－０１１１
須賀川出張所

２８－３１３１
ふれあいの丘

２３－８７０９
市商工観光課

２３－４５６０
大田原図書館

保健センター保健センター

２３－８７１２
市下水道課

国際医療福祉大学国際医療福祉大学国際医療福祉大学国際医療福祉大学

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て

　
子
育
て
支
援
に
ご
協
力
を

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て

　
子
育
て
支
援
に
ご
協
力
を

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て

　
子
育
て
支
援
に
ご
協
力
を

・

消防署消防署

２２－２２７３
大田原商工会議所
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７
月
19
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
な

る
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、
７
月
３

日（
日
）に
告
示
さ
れ
、
７
月
10
日（
日
）に

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

説
明
会
な
ど
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
選
挙
に
関
す
る
説
明
会

・
日
時　

６
月
８
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

・
会
場　

湯
津
上
庁
舎
１
０
３
・
１
０
４

　

会
議
室

※
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
関
係
者
は
、
選

　

挙
に
関
す
る
説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
出
席
者
は
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
立
候

　

補
予
定
者
１
人
に
つ
き
３
人
程
度
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

●
立
候
補
届
出
書
類
な
ど
の
事
前
審
査

・
日
時　

６
月
22
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

・
会
場　

湯
津
上
庁
舎
１
０
３
・
１
０
４

　

会
議
室

●
立
候
補
届
出
受
付

・
日
時　

７
月
３
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
会
場　

湯
津
上
庁
舎
１
０
３
・
１
０
４

　

会
議
室

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
９
８
）３
７
６
７

　

古
来
よ
り
『
笑
う
門
に
福
来
る
』
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
笑
い
が
健
康

に
良
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
経
験
的
に
知

っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
笑
い
と
健
康
に
関
す
る
研
究
が

進
み
、
笑
い
が
健
康
に
役
立
つ
こ
と
が
科

学
的
に
裏
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

日
常
生
活
の
中
で
、
笑
い
は
生
活
に
潤
い

を
与
え
、
私
た
ち
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
笑
い

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
日
常
生
活
の
中

に
笑
い
が
あ
ふ
れ
る
、
幸
せ
度
の
高
い
ま

ち
大
田
原
を
目
指
し
、「
お
笑
い
健
康
づ

く
り
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
次
の
２
つ
の

事
業
を
行
い
ま
す
。

○
「
お
笑
い
健
康
講
座
」

　

(前
期
９
回
、
後
期
９
回
、
全
18
回
)

○
「
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
」

　

(月
１
回
、
全
６
回
)

　

笑
い
に
興
味
を
持
ち
、
笑
い
を
楽
し
み
た

い
一
般
市
民
の
方
、
医
療
・
福
祉
の
現
場
で

笑
い
を
活
用
し
利
用
者
の
生
活
の
質
の
向
上

を
図
ろ
う
と
考
え
る
医
療
・
福
祉
関
係
者
の

方
、
各
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

拠
点
と
し
た
地
域
の
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
な

ど
の
方
が
、「
見
る
」「
演
じ
る
」
の
両
方

を
体
験
で
き
ま
す
。

●
募
集
対
象
講
座　

７
月
〜
９
月
の
前
期

　

開
催
講
座
の
受
講
者

●
募
集
定
員

　

一
般
市
民
の
方　
　

20
名

　

医
療
福
祉
関
係
者　

10
名

※
応
募
者
が
定
員
総
数
を
超
え
た
場
合
は

　

抽
選
。

●
受
講
料　

無
料

●
募
集
期
間

　

６
月
１
日
(水
)〜
６
月
17
日
(金
)

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
を
除
く
。

●
申
込
方
法　

行
政
経
営
課
行
政
経
営
係

　

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

行
政
経
営
課
行
政
経
営
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
６
６

　前期（７月～９月）と後期（12月～平成23年２月）
それぞれ３か月単位で受講していただきます。
●期　日　次のとおり。いずれも金曜日

※６月１日(水)から受講者を募集します。
　右下の募集のお知らせをご覧ください。
●時　間　午後７時～９時
●場　所　大田原地域職業訓練センター101研修室
●講座内容
○プロのネタを見る観客タイム（30分）
○実践タイム（60分）
　①講座の目的、進め方、あいうえお作文
　②基礎的トレーニング（瞬発力・アドリブ）
　③物ボケ、表現力トレーニング
　④基礎的トレーニング（ジェスチャー・ものまね）
　⑤１分ネタ実践
　⑥アドリブ・コント
　⑦トークの練習・集団トーク
　⑧すべらない一人トークの練習
　⑨自己ネタ披露
　⑩お笑い健康ライブに向けての練習  など
○歓談タイム（30分）

７月８日･15日･22日
８月19日･26日
９月２日･９日･16日･30日

11月25日
12月２日･９日
１月13日･20日･27日
２月３日･10日･17日

前　　期 後　　期

笑
っ
て
幸
せ
な
暮
ら
し
を

笑
っ
て
幸
せ
な
暮
ら
し
を

「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業
」

「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業
」

　多くの市民の皆様にご来場いただ
き、笑いを楽しんでいただきます。
●期　日
　７月31日(日)･９月４日(日)
　10月２日(日)･12月18日(日)
　１月29日(日)･２月26日(日)
●時　間　午後２時30分～４時
●場　所　大田原市文化会館ホール
●内　容　お笑い芸人３組程度と受
　　　　　講者が出演　※入場無料

７
月
10
日
は

農
業
委
員
の
選
挙
で
す

お
笑
い
健
康
講
座（
前
期
）

受
講
生
募
集

お笑い健康講座
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去
る
４
月
23
日
（
土
）は
「
こ
ど
も
読

書
の
日
」で
し
た
が
、
西
原
小
学
校
が
文

部
科
学
大
臣
か
ら
「
子
ど
も
の
読
書
活
動

優
秀
実
践
校
」と
し
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。（
例
年
、
当
日
に
表
彰

式
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
表
彰
式
は
延
期
に
な
り
ま

し
た
。）

　

西
原
小
学
校
は
、
多
く
の
学
校
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
読
み
聞
か
せ
や
本
の
紹

介
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
読
書
活
動
の
推
進
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
西
原
小
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

　

朝
の
読
み
聞
か
せ
は
、
午
前
８
時
15
分

か
ら
８
時
30
分
ま
で
の
15
分
間
で
、
年
間

延
べ
２
０
０
回
近
く
各
教
室
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

１
学
級
の
児
童
数
が
多
い
た
め
、
大
型

絵
本
を
使
っ
た
り
、
紙
芝
居
を
用
い
た
り

と
分
か
り
や
す
い
読
み
聞
か
せ
に
な
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
り
、
登

場
人
物
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
制
作
し
て
使
っ

た
り
、
朗
読
劇
風
に
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
個
性
を
生
か
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昼
休
み
の
読
み
聞

か
せ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
学
校

図
書
館
を
会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
父
母
は
も
ち
ろ
ん
、

祖
父
母
な
ど
が
参
加
す
る
年
も
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な

読
み
手
が

子
ど
も
た

ち
に
読
み

聞
か
せ
が

で
き
る
よ

う
工
夫
が

さ
れ
て
い

ま
す
。

　

西
原
小
学
校
は
児
童
数
１
０
０
０
人
を

超
え
る
大
規
模
校
で
す
が
、
学
校
図
書
館

の
面
積
は
狭
く
、
全
児
童
が
学
校
図
書
館

を
昼
休
み
に
利
用
す
る
の
は
難
し
い
状
況

で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
の
計

画
で
推
薦
図
書
を
中
心
に
学
校
図
書
館
の

本
や
市
立
図
書
館
の
本
を
各
学
級
に
配
架

す
る
な
ど
し
て
、
学
級
文
庫
を
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
21
年
度
に
は
学
校
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
階
段

の
踊
り
場
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
、

書
棚
や
じ
ゅ
う
た
ん
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を

設
置
し
、
学
校
図
書
館
の
分
館
化
を
図
り
、

学
校
図
書

館
か
ら
遠

い
ク
ラ
ス

の
児
童
も

い
つ
で
も

読
書
に
親

し
め
る
よ

う
な
っ
て

い
ま
す
。

　

司
書
教
諭
が
中
心
と
な
り
、
全
校
体
制

で
「
西
原
小
推
薦
図
書
１
０
０
」を
選
定

し
て
い
ま
す
。
６
年
間
で
１
０
０
冊
読
め

る
よ
う
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
推
薦
図
書

が
決
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
推
薦

図
書
を
読
破
す
る
よ
う
読
書
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

推
薦
図
書
は
名
作
と
呼
ば
れ
る
作
品
か

ら
最
近
の
作
品
ま
で
、
児
童
の
発
達
の
段

階
と
ジ
ャ
ン
ル
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
３
年

間
に
１
回
見
直
し
を
行
い
、
改
善
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
推
薦
図
書
読
破
率
調
査
も
行
っ

て
い
ま
す
。
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
、
学
校
図
書
館
に
推
薦
図
書
の
コ
ー
ナ

ー
を
作
っ
た
り
、
推
薦
図
書
に
関
す
る
読

書
ク
イ
ズ
を
作
成
し
て
掲
示
し
た
り
と
、

子
ど
も
た
ち
が
本
を
手
に
と
る
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

西
原
小
学
校
に
限
ら
ず
、
市
内
各
学
校
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
読
書
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
も
学
校
図
書
館
用
の
本
を

準
備
し
て
貸
し
出
す
「
学
校
図
書
館
支
援

事
業
」を
実
施
し
た
り
、
司
書
の
資
格
を

も
つ
職
員
が
学
校
訪
問
し
て
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
を
行
っ
た
り
、
積
極
的
に
小
中
学
校
の

読
書
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
い
て
は
今
年
度
か
ら
教
科

書
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
国
語
の
教

科
書
に
は
た
く
さ
ん
の
本
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
読
書
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
強
調
し
た
こ
と
が
、
教
科
書
や
授

業
に
反
映
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
も
、
家
族
で
読
ん
だ

本
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
好
き
な
本

に
つ
い
て
紹
介
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
、

読
書
習
慣
を
共
有
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、
読
書
活
動
の
活
性

化
と
家
族
の
き
ず
な
を
強
め
る
取
り
組
み

と
し
て
「
家
読
（
う
ち
ど
く
）」を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
家
庭
で
、
家
族
で
本
を
読
む
時

間
を
設
定
す
る
な
ど
、
読
ん
だ
本
に
つ
い

て
語
り
合
う
時
間
を
と
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
３

平
成
23
年
度
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」

西
原
小
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

平
成
23
年
度
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」

西
原
小
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

空きスペースを利用した図書コ
ーナーで読書を楽しむ児童

ボランティアの読み聞かせに耳
を傾ける児童

ぜ
ひ「
家
読（
う
ち
ど
く
）」を

学
校
図
書
館
の
分
館
化

学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ム
ー
ミ

ン
」に
よ
る
朝
と
昼
の
読
み
聞
か
せ

「
西
原
小
推
薦
図
書
１
０
０
」

１
０
０
％
読
破
を
目
指
し
た
読
書
指
導

進
む
読
書
活
動
の
充
実



平成23年６月１日号13

イベント特集

自然観察館

扇の的劇場

くろばね紫陽花まつり

芭
蕉
の
里

「
く
ろ
ば
ね
紫
陽
花
ま
つ
り
」

芭
蕉
の
里

「
く
ろ
ば
ね
紫
陽
花
ま
つ
り
」

「
県
民
の
日
｣に
関
連
し
て

　
　
　
　
　
市
施
設
な
ど
を
無
料
開
放

「
県
民
の
日
｣に
関
連
し
て

　
　
　
　
　
市
施
設
な
ど
を
無
料
開
放

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ま
つ
り
開
催

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ま
つ
り
開
催

●
期
　
日　

６
月
12
日
(日
）

●
時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
内
　
容

　

ス
マ
ト
ラ
オ
オ
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
、
ニ

　

ジ
イ
ロ
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
と
直
接
ふ
れ
あ

　

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
自
然
観
察
館

　
　
　
（
２
８
）３
１
３
１

●
期
　
日　

６
月
15
日
(水
）

●
時
　
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
内
　
容　

屋
島
の
合
戦
で
那
須
与
一
が

　

扇
の
的
を
射
抜
く
場
面
を
、
映
像
と
か

　

ら
く
り
人
形
風
ロ
ボ
ッ
ト
で
再
現
。
那

　

須
家
伝
来
の
宝
物
な
ど
を
展
示
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

●
期
　
日
　
６
月
15
日
(水
）

●
時
　
間

     〈
午
前
〉　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

     〈
午
後
〉　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

     〈
夜
間
〉　

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係　

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
２

●
期
　
日　

６
月
15
日
(水
）

●
時
　
間

  〈
午
前
〉　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

  〈
午
後
〉　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

  〈
夜
間
〉　

午
後
５
時
〜
午
後
９
時

●
利
用
上
の
注
意

　

利
用
の
予
約
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、

　

直
接
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
イ

　

ン
ア
リ
ー
ナ
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
２

　

黒
羽
城
址
公
園
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
約

６
０
０
０
株
の
ア
ジ
サ
イ
の
開
花
に
あ
わ

せ
て
「
く
ろ
ば
ね
紫
陽
花
ま
つ
り
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
地
域
の
活
性
化
と
東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間

　

６
月
18
日
(土
）〜
７
月
10
日
(日
）

●
会
　
場　

黒
羽
城
址
公
園
お
よ
び
周
辺

●
主
な
内
容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典

　

６
月
18
日
(土
)　

午
前
10
時
〜

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
企
画
展
ほ
か
(詳
細
は
「
広
報
お

　

お
た
わ
ら
」６
月
15
日
号
に
掲
載
予
定
）

○
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
(作
品
募
集
）

　

受
付
期
間

　

６
月
18
日
(土
)〜
８
月
１
日
(月
)

※
募
集
要
項
は
会
場
で
配
布

●
主
　
催　

く
ろ
ば
ね
紫
陽
花
ま
つ
り
実

　

行
委
員
会

●
後
援
・
協
賛　

大
田
原
市
、
大
田
原
市

　

観
光
協
会
、
黒
羽
商
工
会
、
栃
木
県
信

　

用
保
証
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
５
４
）１
０
４
０

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
０

　

黒
羽
商
工
会

　
　
　
（
５
４
）０
５
６
８

　

市
商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　

大
田
原
特
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
展
示
･

即
売
を
行
い
ま
す
。

●
期
　
日

　

６
月
18
日（
土
）〜

　

26
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
会
　
場

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　

農
産
物
直
売
所
ほ
か

●
内
　
容

　

約
40
種
類
の
苗
木
を
展
示
、
苗
木
の
特

　

価
販
売
(各
日
20
本
限
定
）、
果
実
の
試

　

食
・
販
売
、
各
種
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
商
品

　

の
販
売
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
１

那
須
与
一
伝
承
館

ふ
れ
あ
い
の
丘
・
自
然
観
察
館

県
立
県
北
体
育
館

大
田
原
市
屋
内
温
水
プ
ー
ル（
若
草
）
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財
務
省
関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務

所
で
は
、
多
重
債
務
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
、
個
人
の
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
相
談
を
お
聞
き
し
た
後
必

要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は「
お
気
軽
に
」お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
相
談
受
付
日
時

　

月
〜
金
曜
日(

祝
日
を
除
く)

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

●
費
　
用　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

財
務
省
関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務
所

　
　
　

０
２
８(

６
３
３
）６
２
２
１（
代
表
）

　

４
月
18
日
（
月
）か
ら
全
国
の
法
務
局

が
受
け
て
い
る「
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
」

の
電
話
番
号
の
う
ち
、
次
の
番
号
が
全
国

共
通
電
話
番
号
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

【
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
】

　

近
隣
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
高
齢
者
に
対
す

　

る
虐
待
、
障
害
者
に
対
す
る
差
別
や
偏

　

見
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い

　

て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
　
　

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

【
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト

　

ー
カ
ー
行
為
、
女
性
に
対
す
る
差
別
な

　

ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

　

に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
　
　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

●
相
談
受
付
時
間

　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
こ
の
電
話
番
号
に
お
か
け
に
な
る
と
、

　

発
信
地
域
最
寄
り
の
法
務
局
へ
自
動
的

　

に
つ
な
が
り
ま
す
。（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
一
部 

　

の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
、
つ
な
が
ら
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
相
談
は
無
料
で
、
人
権
擁
護
委
員
又
は

　

法
務
局
職
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
し

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
那

珂
川
・
久
慈
川
の
河
川
堤
防
は
、
過
去
に

受
け
た
こ
と
の
な
い
規
模
の
被
災
を
受
け

ま
し
た
。

　

大
き
な
被
災
を
受
け
た
堤
防
に
つ
い
て

は
応
急
的
な
補
修
を
行
い
ま
し
た
が
、
本

復
旧
工
事
は
出
水
期
の
終
わ
る
秋
以
降
に

行
い
ま
す
。
そ
の
他
の
被
災
箇
所
に
お
い

て
は
出
水
期
前
の
５
月
末
ま
で
に
補
修
を

行
う
予
定
で
す
。

　

余
震
が
続
い
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
地

表
か
ら
は
見
え
な
い
亀
裂
や
土
の
緩
み
な

ど
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
雨
・
洪
水

に
は
例
年
以
上
の
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

万
が
一
の
河
川
の
氾
濫
に
備
え
て
、
普

段
か
ら
避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
を
、
市
役

所
が
作
成
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雨
量
・
水
位
情
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
常
陸
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　

http://w
w
w
.ktr.m

lit.go.jp/

　
　
　

hitachi/index.htm

○
川
の
防
災
情
報

　
　
　

http://i.river.go.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

常
陸
河
川
国
道
事
務
所　

調
査
第
一
課

　
　
　

０
２
９(

２
４
０
）４
０
６
９

●
目
　
的　

人
間
性
豊
か
で
地
域
に
貢
献

　

す
る
実
践
的
な
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

①
基
礎
研
修　

　

地
域
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必

　

要
な
能
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

②
応
用
研
修

　

青
年
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
門
の
プ
ロ
グ
ラ

　

ム
を
行
い
ま
す
。

●
研
修
期
間

　

８
月
20
日(

土
）〜
平
成
24
年
２
月
４
日

　

(

土
）

　

８
回
延
べ
11
日
間

●
参
加
資
格
・
募
集
人
員

　

青
年
リ
ー
ダ
ー　

　

18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
男
女　

15
名

●
参
加
費
用　

　

研
修
時
の
食
事
代
な
ど

●
募
集
期
間　

　

６
月
１
日(

水
）〜
７
月
８
日（
金)

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　
　
　

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.jp/

　
　
　

index.htm
l

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

●
募
集
物
件　

ベ
ル
シ
ャ
ト
レ
本
町

　
（
本
町
２
‐
２
８
２
９
‐
２
２
６
）

●
募
集
戸
数　

４
戸

●
間
　
取　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

●
基
本
家
賃　

７
万
６
０
０
０
円

●
入
居
者
負
担
額　

６
万
６
０
０
０
円
〜

　

７
万
６
０
０
０
円

●
共
益
費　

４
０
０
０
円

●
駐
車
場　

１
台
目
無
料

※
入
居
月
の
１
カ
月
分
家
賃
サ
ー
ビ
ス

●
主
な
入
居
条
件

・
家
族
で
入
居
で
き
る
方
。
単
身
で
も
条

　

件
に
よ
り
入
居
可
。

・
世
帯
の
収
入
が
一
定
基
準
に
当
て
は
ま

　

る
こ
と
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
住
宅
供
給
公
社
管
理
課

　
　
　

０
２
８(

６
２
２
）０
４
６
１

全
国
共
通
人
権
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
案
内

栃
木
県
住
宅
供
給
公
社
特
定

優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
へ

「
と
ち
ぎ
次
世
代
人
材
づ
く
り

２
０
１
１
」地
域
で
活
躍
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

台
風
・
洪
水
に
備
え
て
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震
災
の
後
に
は
「
点
検
商
法
」
や
「
か
た

り
商
法
」と
い
っ
た
、
被
害
に
便
乗
し
た
悪

質
な
商
法
が
横
行
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

●
被
害
例

・
地
震
で
屋
根
が
壊
れ
た
が
、
訪
問
し
て

　

き
た
業
者
に「
当
社
と
修
理
の
契
約
を

　

結
べ
ば
行
政
か
ら
補
助
金
が
お
り
る
」

　

と
言
わ
れ
契
約
し
た
が
、
実
際
は
補
助

　

金
制
度
が
な
か
っ
た
。

・
地
震
被
害
で
屋
根
瓦
が
落
ち
て
い
た
ら
、

　

無
料
で
点
検
す
る
と
い
う
業
者
が
訪
ね

　

て
き
た
。見
て
も
ら
っ
た
ら
、
早
く
工
事

　

し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
言
わ

　

れ
驚
い
て
契
約
書
や
見
積
も
り
も
な
い

　

ま
ま
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

・
夏
季
の
計
画
停
電
に
伴
い
太
陽
光
発
電

　

シ
ス
テ
ム
の
訪
問
販
売
で
、
と
て
も
良

　

い
条
件
だ
が
、
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
と

　

売
り
切
れ
て
し
ま
う
と
せ
か
さ
れ
、
高

　

額
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

●
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

○
会
社
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
担
当
者
等

　

を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

○
行
政
か
ら
補
助
金
が
出
る
等
の
勧
誘
を

　

受
け
た
場
合
は
、
必
ず
自
治
体
に
確
認

　

し
ま
し
ょ
う
。

○
今
す
ぐ
修
理
が
必
要
な
ど
と
言
わ
れ
て

　

も
、
業
者
の
言
う
事
を
直
ち
に
鵜
呑
み

　

に
せ
ず
、
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
業
者
に

　

見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

○
す
ぐ
契
約
す
る
の
は
控
え
、複
数
の
業

　

者
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

○
修
理
・
工
事
が
必
要
か
ど
う
か
、
契
約

　

の
内
容
や
費
用
を
確
認
し
な
が
ら
十
分

　

に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

【
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
窓
口
】

（
工
事
内
容
や
見
積
も
り
が
適
性
か
ど
う

か
知
り
た
い
場
合
な
ど
）

　
　
　

０
１
２
０
‐
２
１
４
‐
８
８
８

　
　
　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10
日
ま

で
を「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
」と
し
て
、
電
波
を
正
し
く
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活
動
お

よ
び
不
法
無
線
局
の
取
締
り
を
強
化
し
ま

す
。

　

私
た
ち
の
生
活
や
安
全
に
必
要
な
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、
携
帯
電
話
、
警
察
・
消

防
・
救
急
用
無
線
な
ど
の
電
波
利
用
を
保

護
し
、
安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

関
東
総
合
通
信
局

　

○
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
　
　

０
３（
６
２
３
８
）１
９
３
９

　

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
　
　

０
３（
６
２
３
８
）１
９
４
５

　

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

　
　
　

０
３（
６
２
３
８
）１
９
４
４

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（５月19日）

●お母さん・お子さん向け
　野崎幼稚園制服、歩行器
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　机（学童）、スチールベッド
●その他
　着物（サマーウール）

●お母さん・お子さん向け
　チャイルドシート、ベビーベッド、すべり台
　女児服（100cm以上）
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　和ダンス、洗濯機、冷蔵庫、掃除機、炊飯ジャー、
　マッサージチェア、アップライトピアノ、ミシン、
　地デジ対応テレビ、ラジカセ、自転車
●その他
　女性用衣類、着物一式、毛布、組紐の組台、糸車
　織機、毛糸、とうみ、ぶらさがり健康器、古布、端切れ

◆ゆずりたい
○不用品は修繕などが不要で再利用できるもの。
○展示できる大きさは概ね、幅及び奥行きがそれぞれ
　60 ㎝未満、高さ２m未満としますが、詳細はお問い
　合わせください。※搬入は各自でお願いします。

○展示できない大きなものや、持ち込みが出来ない
　方は電話で登録をしてください。
◆ゆずってほしい
○展示してあるものはその場で引き取りが出来ます。
○ゆずってほしい物を直接または電話でご登録ください。
●注意事項
○登録情報が一致した場合は、ゆずりたい方の電話
　番号のみをゆずってほしい方にお教えしますの
　で、その後は当人同士で交渉を行ってください。
○交渉の成立、不成立に関わらず、結果を報告してく
　ださい。その報告をもって交渉成立の場合は登録
　内容を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求などはしないでく
　ださい。万が一、金銭トラブル等が起きた場合で
　も、取引に関し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人としますので事業者や法人
　の利用は固くお断りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌月から３カ月と
　し、引き続き登録をしたい場合はその旨ご連絡くだ
　さい。

くらし情報館情報くらし情報館情報

「不用品登録」利用方法

■登録先・問い合わせ
　くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１-２-14　あらまち蔵屋敷内
　　開館日時  　６月１日（水）、４日（土）、６日（月）、８日（水）
　　　　　　　　   　10日（金）、12日（日）、15日（水）、18日（土）
　　　　　　　　        20 日（月）、23日（木）、27日（月）、29日（水）
    　いずれも午前10時から午後３時

《
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
情
報
》

「
点
検
商
法
」や「
か
た
り
商
法
」

に
ご
注
意
を

「
守
っ
て
！
電
波
の
ル
ー
ル
」



お知らせ

平成23年６月１日号 16

乳幼児から高校３年生
相当年齢対象

大田原市で実施している
　　　  予防接種
大田原市で実施している
　　　  予防接種

　予防接種は、特定の感染症にかからない、また
は重症化を防ぐために行います。
　市では、対象年齢に応じた複数の予防接種を実
施しています。接種対象年齢になりましたら、早
めに予防接種を受けましょう。
●予防接種を受ける際の注意事項
①お子さんの体調は良いですか。
②受ける予防接種について、必要性、効果および
　副反応など確認していますか。（事前に「予防
　接種と子どもの健康」を読みましょう。）
③母子（親子）健康手帳を持参しましょう。
④予診票は、接種する医師への大切な情報です。
　正しく記入しましょう。
⑤予防接種を受けるお子さんの日頃の健康状態を
　よく知っている保護者の方が、連れて行きまし
　ょう。
⑥予防接種を受けた後30分程度はお子さんの様
　子を観察しましょう。急な副反応がおこること
　がまれにあります。
●予防接種の種類（定期接種・任意接種）
①定期接種
　予防接種法で定められている予防接種

《例》ポリオ、ＢＣＧ、三種混合（ジフテリア・
　破傷風・百日せき）、二種混合（ジフテリア、
　破傷風）、麻しん風しん混合、日本脳炎
②定期接種以外の予防接種ですが、「大田原市が
　行政措置として行う法定外の予防接種」と位置
　づけ、平成24年３月31日まで、対象者につい
　ては、接種費用の全額を助成します。
《例》子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、
　　　小児用肺炎球菌など
③任意接種
定期接種以外の予防接種（有料）
《例》水ぼうそう、おたふくかぜなど
●受け方（集団接種・個別接種）
○集団接種
　学校や公民館などで決められた日時に集団で接種。
①ポリオ…年２回（春と秋）公民館などで実施
②二種混合（ジフテリア、破傷風）…学校で実施
 （小学６年生）
③麻しん風しん混合…学校で実施（中学１年生）
※対象年齢で市外の小中学校へ通学してる方は、
　ご連絡ください。
○個別接種
　医療機関に個人ごとに予約して接種。

■問い合わせ
　健康政策課健康危機対策係　（２３）８９７５

大田原市で実施している予防接種一覧

ＢＣＧ

日本脳炎

予防接種の種類 望ましい接種年齢・接種回数

生後３か月から６か月に至るまでの間に１回

【1期初回】生後３か月から12か月の間に３回

【1期初回】３歳で２回

【第２期】小学６年生相当の期間に学校で１回

【第２期】９歳以上13歳未満の間に１回

生後３か月から18か月の間に２回

【1期追加】初回接種３回目が終了してから、
　１年から１年６か月までの間に１回

【1期追加】４歳で１回

生後６か月に至るまでの間にある方

生後３か月から90か月に至るまでの
間にある方

生後３か月から90か月に至るまでの
間にある方

生後６か月から90か月に至るまでの間
にある方（法的には生後６か月から可
能ですが標準的には３歳から開始）

三種混合
･ジフテリア
･百日せき
･破傷風
二種混合
･ジフテリア
･破傷風

麻しん風しん
混合ワクチン

平成23年度の対象者は平成17年４月２
日生まれから平成18年４月１日生まれ
平成23年度の対象者は平成10年４月２
日生まれから平成11年４月１日生まれ

平成23年度の対象者は平成５年４月２
日生まれから平成６年４月１日生まれ

11歳以上13歳未満の方
平成23年度の対象者は、平成11年４月
２日生まれから平成12年４月１日生まれ

ポリオ

同　　左

同　　左

予防接種法で定められている接種年齢

【第１期】生後12か月から24か月に至るまで
　の間に１回
【第２期】５歳以上７歳未満で、小学校入学
　前の１年間に１回

【第３期】中学１年生相当の期間に学校で１回

【第４期】高校３年生に相当する年齢の間に１回

個別
接種

個別
接種

個別
接種

個別
接種

個別
接種

集団
接種

集団
接種

集団
接種



平成23年６月１日号17

お知らせ

大田原市が行政措置として行う法定外の予防接種一覧
予防接種の種類 接種回数

小児用肺炎球菌

ヒブ 生後２か月以上５歳未満
・２か月以上７か月未満：３回+１回
・７か月以上12か月未満：２回+１回
・１歳以上：１回
・２か月以上７か月未満：３回+１回
・７か月以上12か月未満：２回+１回
・１歳以上２歳未満：２回
・２歳以上：１回

・３回接種

生後２か月以上５歳未満

中学１年生～高校１年生子宮頸がんワクチン

●日本脳炎予防接種は、１期の対象時期で接種がで
　きなかった場合は、２期の対象年齢に、３回受け
　ていただくことができます。なお、対象年齢以外
　で、接種がお済みでない方につきましては、現在
　国で検討されています。国の方針が決まりました
　ら、随時広報などでお知らせします。
●次に該当する場合は、「大田原市が行政措置と
　して行う法定外の予防接種」として、接種費用を
　助成します。お問い合わせください。

・BCG接種は、病気などの理由により生後６か月
　までに接種できなかった１歳未満の方
・三種混合予防接種は、１期初回の接種間隔が56
　日を過ぎてしまった方
・麻しん予防接種は、２歳以上高校２年生相当の
　年齢で、過去に１度も麻しん予防接種を受けて
　おらず、麻しんにかかったことがない方
●なるべく「望ましい接種年齢」の間に受けましょ
　う。
●「未満」とは「誕生日の前々日まで」をいいま
　す。

《予防接種に関する注意事項》《予防接種に関する注意事項》

個
別
接
種

接種年齢

医療機関名 所在地 電話番号

青柳医院

赤羽胃腸科外科肛門科医院

阿部内科

礒外科小児科医院

大田原赤十字病院

鎌田浅香医院

木戸内科クリニック

国際医療福祉大学クリニック

小林内科外科医院

高橋医院

高橋外科医院

だいなリハビリクリニック

長嶋医院

那須中央病院

中央2-1-2

城山2-5-29

佐久山2018

浅香3-3711

住吉町2-7-3

浅香3-3578

美原2-2831-153

北金丸2600-6

富士見1-1606-265

滝沢355

住吉町1-11-20

紫塚3-2633-10

下石上1246

下石上1453

(22)2122

(23)1131

(28)0053

(22)2601

(23)1122

(22)2703

(20)3200

(24)1001

(23)8870

(28)1151

(22)2624

(20)3102

(29)0050

(29)2121

なす療育園

橋本内科クリニック

藤田医院

増山医院

松井医院

吉成小児科医院

増山医院

磯　医院

江部医院

車田医院

くろばね齋藤醫院

益子医院

益子クリニック

北金丸2600-7

元町1-2-14

野崎2-7-14

小滝1107-6

城山1-2-3

新富町2-1-22

佐良土861

黒羽向町8

黒羽向町60

大豆田457-24

黒羽田町612

大久保266

黒羽田町827

(20)5100

(22)2220

(29)0010

(22)2336

(22)2067

(22)2412

(98)2008

(54)0020

(54)0013

(54)0062

(54)0031

(59)0835

(54)2727

医療機関名 所在地 電話番号

大 田 原 地 区

湯 津 上 地 区

黒 羽 地 区

定期および法定外 ( 子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎球菌 )
予防接種委託医療機関一覧

※市外の医療機関については、担当課にお問い合わせください。

※予防接種の種類によっては、実施していない医療機関がありますので、事前にご確認ください。
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４
月
に
一
時
見
合
わ
せ
と
な
っ
た
ポ
リ

オ
の
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者　

　

生
後
３
か
月
か
ら
90
か
月
に
至
る
間
に

　

あ
り
、
ま
だ
２
回
投
与
を
受
け
て
い
な

　

い
お
子
さ
ん(

望
ま
し
い
接
種
月
齢
は

　

生
後
３
か
月
か
ら
18
か
月)

●
期
日
・
場
所

　

下
表
の
と
お
り

※
原
則
は
対
象
地
区
の
期
日
と
な
り
ま
す

　

が
、
お
子
さ
ん
の
体
調
な
ど
で
都
合
が

　

つ
か
な
い
場
合
は
、
市
へ
の
連
絡
は
不

　

要
で
、
他
の
対
象
地
区
の
日
に
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

午
後
１
時
20
分
〜
２
時

●
持
ち
物

・
母
子(

親
子)

健
康
手
帳

・
予
診
票(

保
護
者
が
正
確
に
記
入
し
た

　

も
の)

※
予
診
票
は
会
場
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

●
接
種
す
る
と
き
の
注
意

・
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

・
会
場
で
体
温
測
定
を
し
ま
す
。

・
他
の
予
防
接
種
と
の
間
隔
に
注
意
し
て

　

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻
し
ん
風
し
ん
、
お
た
ふ
く

　

か
ぜ
な
ど
の
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合

　

↓
４
週
間
以
上
間
隔
を
空
け
る

　

三
種
混
合
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
肺

　

炎
球
菌
な
ど
の
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合

　

↓
１
週
間
以
上
間
隔
を
空
け
る

・
次
回
の
ポ
リ
オ
は
10
月
の
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
７
５

●
開
催
日
時　

　

９
月
25
日(

日)

午
前
８
時
30
分
〜

　

(

小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
中
止)

●
開
催
場
所　

　

栃
木
県
総
合
運
動
公
園
な
ど

●
競
技
種
目　

・
卓
球

・
水
泳

・
陸
上
競
技　

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク　

・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス　

・
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
対
象
者　

　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
満
12
歳
以

　

上
の
県
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
お

　

よ
び
知
的
障
害
者

●
申
込
期
間　

　

５
月
13
日(

金)

〜
６
月
６
日(

月)
　

(
必
着)

●
申
込
先

・
在
宅
の
方

　
　

市
福
祉
課
福
祉
支
援
係

・
学
校
や
施
設
な
ど
に
所
属
す
る
方

　
　

学
校
や
施
設
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

市
福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
２
１

　

栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　

０
２
８(

６
２
４)

２
７
６
１

　

社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
栃
木

県
支
部
で
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト(

人
工
肛

門
・
人
工
膀
胱
保
有
者)

の
方
を
対
象
に

ス
ト
マ
用
装
具
な
ど
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

６
月
18
日(

土)

午
後
１
時
〜

　

(

午
後
０
時
30
分
受
付)

●
場　

所　

　

若
杉
山
荘(

大
輪
６
７
５
‐
２
２
五
峰

　

の
湯
前) 　
　

(

５
９)

０
１
０
０

●
内　

容　

・
相
談
会　

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護

　

師
の
大
塚
恵
理
様
に
よ
る
相
談
会

・
研
修
会　

一
泊
研
修(

会
場
内
の
浴
室

　

を
使
っ
た
入
浴
体
験
も
行
い
ま
す
。)

●
参
加
費

　

相
談
会　

無
料

　

研
修
会　

６
５
０
０
円(

宿
泊
費
な
ど)

●
申
込
方
法　

　

６
月
10
日(

金)

ま
で
に
左
記
申
し
込
み

　

先
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
事
務
局

　

小
川
方　

　
　
　

(

２
４)

２
０
５
４

　

益
子
方

　

(

受
付
時
間
は
午
後
６
時
〜
７
時)

　
　
　

(

５
９)

０
２
０
２

大田原東地区公民館

大田原東地区公民館

大田原東地区公民館

湯津上環境改善センター

黒羽保健センター

６月30日(木)

７月１日(金)

７月６日(水)

７月12日(火)

７月13日(水)

美原・新富町・山の手・元町・城山・富士見・佐久山全地区

湯津上全地区

若草・本町・中央・金田全地区・実取団地・親園全地区

黒羽全地区

加治屋・紫塚・若松町・末広・野崎全地区・浅香・住吉町

【ポリオ予防接種日程表】

期　　日 会　　場 対　象　地　区

ポ
リ
オ
予
防
接
種

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会
開
催

第
７
回
栃
木
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
選
手
募
集
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お知らせ

●第２回健康おおたわら塾(全11回)●●第２回健康おおたわら塾(全11回)●

「歯周病は生活習慣病～知らずに進む歯周病～」「歯周病は生活習慣病～知らずに進む歯周病～」
■相談・問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

慢性腎臓病(ＣＫＤ)発症要因チェックシート

●｢歯周病｣とは
　｢歯周病｣は歯ぐきや歯を支える骨が破壊される病気で、かつては歯槽膿漏(しそうのうろう)といわ
　れていました。現在、生活習慣病の１つと言われるほど増加しています。
　自覚症状が出にくく、進行すると歯が抜け、食生活や日常生活に悪影響をおよぼします。

●歯周病の特徴
　これらの症状に心当たりのある方は、歯周病かもしれません。
□ 朝起きた時、口の中がネバネバする　　□ 歯磨きの時に出血する
□ 口臭が気になる　　　　　　　　　　　□ 歯ぐきがかゆい、痛い
□ 歯ぐきが赤く腫れている　　　　　　　□ 固いものが噛みにくい
□ 歯が長くなったような気がする　　　　□ 前歯が出っ歯になったり、歯と歯の間に隙間ができた

●歯周病はこうして進行します

歯肉炎 歯周炎(軽度) 歯周炎(中度) 歯周炎(重度)

●歯周病はこわい病気です
○心筋梗塞や狭心症にかかる確率が高い
　歯周病菌がもつ毒素は歯ぐきから血管に侵入し、血管を炎症させます。
○糖尿病にも悪影響
　血液の中に歯周病菌がもつ毒素が流れると、血糖を下げるホルモンの量が減り、血糖が上昇します。
○歯周病にかかっている妊婦は早産や低体重児を出産するリスクが高い
○誤嚥性 ( ごえんせい ) 肺炎
　歯周病菌が口の中に増えると、気道の中に菌が入ってしまい、肺炎を起こしてしまう危険性があります。
○タバコも歯周病に…
　タバコに含まれる有害物質は血管を縮めたり免疫力を低下させ、炎症を抑える働きも低下させます。

歯周ポケット(歯と歯
ぐきの溝)に菌が入り
炎症を起こし、歯ぐき
が腫れます。歯周病の
はじまりです。

歯周ポケットが深くな
り、出血しやすくなり
ます。しかし、痛みは
ないため、自覚症状が
なく進行します。

歯ぐきがブヨブヨし、
出血や膿が出て口臭も
ひどくなります。歯を
支える骨の破壊が進み
ます。

歯がグラグラし、噛む
時に鈍い痛みが出てき
ます。歯を支える骨は
ほとんどなくなり、歯
が抜けてしまいます。

歯がなくなる以外にも、全身に悪影響を及ぼす「歯周病」の恐ろしさは、自覚症状がなく
知らないうちに進行することにあります。歯がなくなる以外にも、全身に悪影響を及ぼす「歯周病」の恐ろしさは、自覚症状がなく
知らないうちに進行することにあります。

歯周
ポケット

★次回は、歯周病から自分の健康を守る生活のポイントと予防についてご紹介します。

「８０２０運動」

健康な歯ぐきはピンク色で引き締まり、弾力もあります。

「８０２０（ハチ･マル･ニイ･マル）運動」は、80 歳になっても自分の歯を 20 本以
上保とうという運動です。栃木県でも、「栃木県民の歯及び口腔の健康づくり推
進条例」が制定され、県民自らが検診などを通して歯や口腔の健康づくりに努め
るよう明記されています。また、６月４日～10 日は「歯の衛生週間」です。
統一標語「みがこうよ　未来へつなげる　じょうぶな歯」
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臓
器
移
植
を
希
望
し
て
い
る
け
れ
ど
、

社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
移
植
希
望
登
録
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
か
か
る
費
用
の
一

部
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
登
録
者

や
更
新
者
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
臓

器
移
植
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
増
や
す
支

援
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

市
内
在
住
者
で
あ
り
、

・
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
に
移
植
希
望
登
録
を
す
る
人

・
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
に
移
植
希
望
更
新
を
す
る
人

●
助
成
内
容

・
新
規
登
録
時
の
組
織
適
合
性
検
査
費
用

　

の
う
ち
、
財
団
法
人
栃
木
県
臓
器
移
植

　

推
進
協
会
か
ら
助
成
さ
れ
た
額
を
除
い

　

た
額
で
上
限
３
万
円

・
移
植
希
望
更
新
料
全
額

●
申
請
に
必
要
な
も
の

○
新
規
登
録
の
方

・
組
織
適
合
性
検
査
費
の
写
し

・
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
移
植
希
望
登
録
完
了
通
知
の
写
し

・
印
鑑

○
登
録
更
新
の
方

・
臓
器
移
植
希
望
更
新
料
の
領
収
書
の
写
し

・
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
移
植
希
望
更
新
完
了
通
知
の
写
し

・
印
鑑

●
申
込
方
法

　

必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
市
臓
器
移
植
推

　

進
協
議
会(

健
康
政
策
課
内)

へ
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
臓
器
移
植
推
進
協
議
会

　
（
事
務
局　

市
健
康
政
策
課
内
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
骨
髄

提
供
希
望
者
の
登
録
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

●
受
付
日
時

　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分(
祝
日
は
除
く
）

●
受
付
場
所

　

栃
木
県
県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
県
北
保
健
所
）

●
登
録
受
付
時
に
行
う
こ
と

　

問
診
、
血
圧
測
定
、
採
血

●
登
録
要
件

・
骨
髄
提
供
の
内
容
に
つ
い
て
十
分
理
解

　

さ
れ
て
い
る
方

・
年
齢
が
満
18
歳
以
上
54
歳
以
下
の
方

・
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性
40
㎏
以

　

上
の
方

・
骨
髄
提
供
に
つ
い
て
家
族
の
同
意
を
得

　

て
い
る
方

●
申
込
方
法

　

事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

電
話
ま
た
は
来
庁
に
よ
り
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
県
北
保
健
所
）

　

感
染
症
予
防
担
当

　
　
　
（
２
２
）２
６
７
９

　

地
震
の
影
響
に
よ
り
延
期
し
て
お
り
ま

し
た
高
齢
者
作
品
展
示
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

ぬ
り
え
・
折
り
紙
・
手
芸
作
品
な
ど
、

ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
活
動
、
文

化
祭
な
ど
で
未
発
表
作
品
の
展
示
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

作
品
の
搬
入
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の

地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
作
品
募
集
期
間

　

６
月
13
日(

月
）〜
24
日(

金
）

●
展
示
予
定
期
間

　

６
月
27
日(

月
）〜
７
月
１
日(

金
）

●
展
示
場
所　

　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー　

入
口
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
大
田
原
小
学
区
・
紫
塚
小
学
区
・
金

　

田
北
・
金
田
南
）

　
　
　
（
２
０
）１
０
０
１

　

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
西
原
小
学
区
・
親
園
・
野
崎
・
佐
久
山
）

　
　
　
（
２
０
）２
７
１
０

　

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
湯
津
上
・
黒
羽
）

　
　
　
（
５
３
）１
８
８
０

組
織
適
合
性
検
査
費
お
よ
び
臓

器
移
植
希
望
更
新
料
の
助
成
を

し
ま
す

自分らしく生きるために、積極的に身体を動かし、脳を活発に働かせましょう。

離乳食の進め方・調理法を学ぶ教室です。

日　時 場　所
６月28日(火)
9:30～11:30

内　　容
大田原
保健センター 与一いきいき体操ほか

■問い合わせ：こども課母子健康係 もぐもぐごっくん教室 (23)8634　※要電話予約

おたっしゃクラブ ■問い合わせ：高齢いきがい課介護予防係    　
(23)8917

日　時 場　所
６月22日(水)
10:00～11:30

内　　容
大田原
保健センター

講話、実習（デモンストレー
ション）

母子健康手帳
(親子健康手帳)

持ち物

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

骨
髄
提
供
希
望
者
の
登
録
受
付

高
齢
者
作
品
展
示
会
の

作
品
展
開
催

保
健
セ
ン
タ
ー
の
教
室
・
相
談

臓
器
移
植
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
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●
期
日
・
内
容
・
講
師

●
時　

間　

　

各
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所　

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

　

(

大
田
原
市
住
吉
町
２
‐
１
４
‐
９)

●
対　

象　

　

心
の
病
を
持
つ
方
の
家
族

●
申
込
方
法　

事
前
に
県
北
健
康
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
ま
で
電
話
な
ど
で
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

精
神
保
健
福
祉
担
当

　
　
　

(

２
２)

２
２
５
９

　

「
ひ
な
げ
し
の
会
」
は
、
介
護
者
研
修

会
を
き
っ
か
け
に
発
足
し
た
認
知
症
の
介

護
を
し
て
い
る
家
族
の
会
で
す
。

介
護
し
て
い
る
中
で
の
悩
み
や
情
報
交
換

な
ど
、
本
音
で
話
が
で
き
る
場
で
す
。

○
自
分
の
た
め
に
「
ほ
っ
と
一
息
」
つ
く

　

時
間
を
も
っ
て
み
ま
せ
ん
か

○
介
護
者
が
そ
れ
ぞ
れ
先
生
で
す
。
情
報

　

交
換
し
ま
せ
ん
か

○
介
護
者
仲
間
が
一
番
分
か
り
合
え
ま
す

○
そ
し
て
か
し
こ
く
介
護
保
険
を
利
用
し

　

ま
し
ょ
う

●
６
月
・
７
月
開
催
日
時
・
場
所

○
大
田
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

(

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

　

６
月
18
日（
土)

○
大
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

(

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

　

７
月
16
日(

土)

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
０)

１
０
０
１

　

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
０)

２
７
１
０

　

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

５
３)

１
８
８
０

　

大
田
原
市
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
３)

８
７
５
７

　

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
平
成
23
年
度

税
務
職
員(

Ⅲ
種)

採
用
試
験
の
受
験
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
６
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ
の
方

●
試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
申
込
書
請
求
先

　

大
田
原
税
務
署
総
務
課

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　

人
事
院
関
東
事
務
局

●
受
付
期
間

　

６
月
21
日(

火)

〜
28
日(

火)

　

土
・
日
曜
日
は
除
く
。

●
申
込
書
提
出
先

　

人
事
院
関
東
事
務
局

　
　

〒
３
３
０
‐
９
７
１
２

　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心

　
　

１
番
地
１

　

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
１
号
館

　
　
　

０
４
８(

７
４
０)

２
０
０
６
〜
８

●
試
験
日

〈
第
１
次
試
験
〉
９
月
４
日(

日)

〈
第
２
次
試
験
〉
10
月
13
日(

木) 

〜 

20
日

　

(

木)

の
い
ず
れ
か
１
日(

第
１
次
試
験

　

合
格
通
知
で
指
定
す
る
日
）

●
試
験
地

〈
第
１
次
試
験
〉

　

人
事
院
地
方
事
務
局
が
示
し
た
試
験
地

　

で
あ
れ
ば
、
受
験
者
の
希
望
す
る
全
国

　

ど
の
試
験
地
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

〈
第
２
次
試
験
〉

　

第
１
次
試
験
合
格
通
知
で
指
定
す
る
試

　

験
地

●
試
験
種
目

〈
第
１
次
試
験
〉

　

教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験

〈
第
２
次
試
験
〉

　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

●
合
格
者
発
表

〈
第
１
次
試
験
〉
10
月
６
日(

木)

〈
第
２
次
試
験
〉
11
月
10
日(

木)

　

い
ず
れ
も
第
１
次
試
験
地
お
よ
び
申
込

　

地
域
を
管
轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局

　

に
受
験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格

　

者
に
通
知
し
ま
す
。

●
採
用
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

■
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
試
験
係

　
　
　

０
４
８(

６
０
０)

３
１
１
１

　
　
　

内
線
２
０
９
５
・
２
０
９
７

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

http://w
w
w
.nta.go.jp

６月20日(月)
７月20日(水)
８月(予定)
９月16日(金)
10月21日(金)
11月(予定)
12月16日(金)
１月20日(金)
２月17日(金)
３月16日(金)

期　　日 内　　容 講　　師
家族の気持ちを話してみよう
生活とリハビリテーション
心の病を知ろう～統合失調症～
家族のための家族教室

家族の気持ちを話してみよう
家族の気持ちを話してみよう

家族のための家族教室

家族の気持ちを話してみよう
心の病を知ろう～うつ病～

地域で暮らすために

精神保健福祉士

精神保健福祉士
精神保健福祉士

精神保健福祉士
精神保健福祉士
作業療法士

医師

作業療法士
医師

精神保健福祉士

心
の
病
を
理
解
す
る
た
め
の

家
族
教
室
の
ご
案
内

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て

い
る
方
へ

「
ひ
な
げ
し
の
会
」の
案
内

税
務
職
員（
Ⅲ
種
）募
集



お知らせ

平成23年６月１日号 22

　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上

の
方
で
、
年
金
に
か
か
る
所
得
か
ら
市
・

県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
、
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
制
度(
年
金
支
給
額
か
ら
市
・

県
民
税
を
天
引
し
て
納
付
す
る
制
度)

に

よ
り
、
市
・
県
民
税
を
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
地
方
税
法
第
３
２
１
条
７

の
２
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
個
人
の
選
択
に
よ
る
徴
収
方
法

の
変
更
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
あ
く
ま
で
も
徴
収

方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
・
県

民
税
の
計
算
方
法
が
変
更
に
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
特
別
徴
収
の
対
象
者

・
前
年
中
に
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受
け

　

か
つ
４
月
１
日
に
公
的
年
金
な
ど
の
支

　

払
い
を
受
け
て
い
る
方

・
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
方

・
遺
族
年
金
、
障
害
者
年
金
以
外
の
老
齢

　

基
礎
年
金
な
ど
の
支
給
年
額
が
18
万
円

　

以
上
の
方

・
市
の
行
う
介
護
保
険
の
保
険
料
が
年
金

　

か
ら
特
別
徴
収
(天
引
き
）さ
れ
て
い
る
方

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

　

公
的
年
金

●
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額

　

公
的
年
金
所
得
に
か
か
る
所
得
割
額
と

　

均
等
割
額
。
給
与
所
得
や
農
業
所
得
な

　

ど
の
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
場

　

合
は
、
そ
の
分
に
か
か
る
税
額
は
除
か

　

れ
ま
す
。

●
税
額
な
ど
の
通
知

　

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
金
額
は
、

　

後
日
送
付
さ
れ
る
さ
れ
て
い
る
「
平
成

　

23
年
度
市
民
税
・
県
民
税
税
額
決
定
・

　

納
税
通
知
書
」に
記
載
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
市
税
務
課

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
特
別
徴
収
の
方
法

○
特
別
徴
収
開
始
１
年
目
の
方
(昭
和
20

　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
21
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
の
方
）

　

年
金
の
前
半
と
後
半
で
徴
収
方
法
が
異

　

な
り
ま
す
。

【
前
半
】年
金
所
得
の
年
税
額
の
半
分
の
金

　

額
を
２
回
に
分
け
、
６
月
、
８
月
に
普

　

通
徴
収
(市
役
所
ま
た
は
金
融
機
関
等

　

で
納
付
書
に
よ
り
納
め
る
方
法
）に
よ

　

り
納
付
。

【
後
半
】残
り
分
を
３
回
に
分
け
て
、
10
月
、

　

12
月
、
２
月
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

　

か
ら
特
別
徴
収
。

○
特
別
徴
収
２
年
目
の
方
(昭
和
20
年
４

　
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

　

年
６
回
の
公
的
年
金
等
支
給
時
に
特
別

　

徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
前
半
の
３
回
は

　

仮
特
別
徴
収
税
額
の
徴
収
と
な
り
ま
す
。

【
前
半
】平
成
22
年
10
月
か
ら
翌
年
3
月
の

　

間
に
特
別
徴
収
で
天
引
き
さ
れ
た
額
に

　

相
当
す
る
額
を
３
回
に
分
け
、
４
月
、

　

６
月
、
８
月
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

　

か
ら
特
別
徴
収
。

【
後
半
】平
成
23
年
分
年
税
額
か
ら
仮
特
別

　

徴
収
税
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
税
額

　

を
３
回
に
分
け
、
10
月
、
12
月
、
２
月
に

　

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
。

●
年
金
特
別
徴
収
の
停
止

　

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
停
止
と
な
り

　

ま
す
。

・
特
別
徴
収
対
象
年
金
の
給
付
を
受
け
な

　

い
こ
と
と
な
っ
た
場
合

・
対
象
者
が
転
出
、
死
亡
し
た
場
合

・
市
の
行
う
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
被
保

　

険
者
で
な
く
な
っ
た
場
合

・
年
度
途
中
で
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る

　

所
得
か
ら
算
出
さ
れ
る
市
・
県
民
税
額

　

が
変
更
と
な
っ
た
場
合

※
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
停
止
さ
れ
、

　

市
・
県
民
税
の
未
納
額
が
生
じ
た
場
合

　

は
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
り
、
市
か
ら

　

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
お
手
元
に

　

届
き
ま
し
た
納
付
書
で
納
付
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

※
不
明
な
点
は
税
務
課
市
民
税
係
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
２
５

期    別
および
支給月

税　額

算　出
方　法

１  期
(６月 )

２  期
(８月 )

年税額の 1/2 を
普通徴収

年税額の 1/2 を年金支給額から
特別徴収

公的年金
(10 月　
支給分 )

公的年金
(12 月　
支給分 )

公的年金
(２月　
支給分 )

15,000
円
15,000
円

10,000
円

10,000
円

10,000
円

年税額
の 1/4

年税額
の 1/4

年税額
の 1/6

年税額
の 1/6

年税額
の 1/6

●特別徴収開始１年目の方
　公的年金所得にかかる年税額が 60,000 円の場合

特別徴収方法例特別徴収方法例

２月

11,000
円

仮特別徴収税額を特別徴収
年税額から仮特別徴収税
額を差し引いた額を特別
徴収

４月 ６月 ８月 10 月 12 月

10,000
円
10,000
円
10,000
円
11,000
円
11,000
円

前年度の特別徴収額
10月以降の支給月は、年税
額(63,000円)から仮特別徴収
税額(30,000円)を差し引いた
額33,000円を３回で徴収

年　金
支給月

税　額

算　出
方　法

●特別徴収開始２年目の方
　公的年金所得にかかる年税額が 63,000 円の場合

年
金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

市
・
県
民
税
特
別
徴
収
制
度
に
つ
い
て
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子
ど
も
手
当
の
現
況
届
は
６
月
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
暫
定

的
な
つ
な
ぎ
期
間
中
で
あ
る
平
成
23
年
６

月
に
つ
い
て
は
、
現
況
届
の
提
出
は
求
め

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
か
ら
提
出
の
指
示
が
あ
れ
ば
、

受
給
者
の
方
に
は
個
別
に
通
知
を
差
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

●
対
　
象　

　

市
内
在
住
の
小
学
生
お
よ
び
社
会
人

●
日
　
時　

　

７
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日

　

８
月
６
日
・
20
日
・
27
日

　

９
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日

　

(

全
11
回)

　

い
ず
れ
も
土
曜
日

　

午
後
７
時
〜
９
時
（
ナ
イ
タ
ー
利
用
）

●
場
　
所　

　

黒
羽
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
参
加
費
　

　

小
学
生　

6
0
0
円

　

社
会
人　

1
6
０
０
円

※

保
険
料
含
む
、
申
し
込
み
時
納
入

●
定
　
員
　
30
名

●
申
込
方
法

　

６
月
13
日(

月
)〜
23
日(

木)

に
直
接

　

黒
羽
体
育
館
ま
で
申
し
込
み
。(

定
員

　

に
な
り
次
第
締
め
切
り)

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分
(土
・
日
を
除
く
)

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

※
代
理
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
が
、
複
数

　

人
数
分
を
一
括
し
て
申
し
込
む
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
者
が
定
員
の
半
数
に
満
た
な
い
場

　

合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

管
理
事
業
係(

黒
羽
体
育
館)

　
　
　

(

５
４)

２
８
５
８

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係(

県
北
体
育
館)

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

子
ど
も
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

受
講
生
募
集

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報
■問い合わせ　こども課子育て支援係   　　（２３）８９３２

★開設時間
　午前の部    9:00～12:00
　午後の部  13:00～16:00

子育てサロン

つどいの広場

子育て支援センター

木曜日　子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

名称(場所)・開設時間・内容

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までの
お子さんと保護者の交流の
場です

就園前のお子さんと保護者
が交流を図りながら育児相
談などを行うための場です

★開設時間 9:00～12:00

★開設時間 9:00～14:00

親子交流の場の提供や子育
ての悩みに関する相談・適
切なアドバイスを行います
　

開設曜日

月・水曜日　

火・木・金・第２土曜日　

月・水・金・第４土曜日　

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

毎週  月～金曜日　

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館) 火曜日　

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)

各施設の利用にあたっては､ケ
ガや事故防止のため､お子さん
から目を離さないようお願いし
ます｡

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

＜６月１日（水）～６月 30 日（木）＞
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●
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
は

　

農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
の
近
代
化
の

　

た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ

　

と
を
目
的
に
策
定
し
た
計
画

●
整
備
計
画
の
見
直
し

　

整
備
計
画
の
見
直
し
は
、
５
年
ご
と
に

　

実
施
す
る
基
礎
調
査
の
結
果
や
経
済
事

　

情
の
変
化
な
ど
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
17
年
度
に
見
直
し
を

　

行
っ
て
か
ら
５
年
が
経
過
し
て
い
る
た

　

め
、
平
成
23
年
度
に
基
礎
調
査
を
実
施

　

し
、
整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
見
直
し
作
業
を
行
う
に
あ
た
り

　

通
常
は
３
月
、
７
月
お
よ
び
11
月
に
受

　

付
け
て
い
る
「
農
用
地
区
域
の
変
更
申

　

出
書
」
の
受
付
月
を
左
記
の
と
お
り
変

　

更
し
ま
す
。
申
出
の
予
定
の
あ
る
方
は

　

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

○
次
回
受
付
月　

８
月(

通
常
は
７
月
で

　

す
が
、
１
カ
月
延
長
し
ま
す)

○
次
々
回
受
付
月　

平
成
24
年
３
月(

平

　

成
23
年
11
月
の
受
け
付
け
は
実
施
し
ま

　

せ
ん)

※

平
成
24
年
３
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
通

　

常
ど
お
り
の
受
付
月
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
８

●
日　

時　

６
月
12
日(

日)

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
定　

員　

各
15
名(

定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り)

●
費　

用　

１
０
０
０
円(

材
料
費)

●
持
参
す
る
も
の　

植
え
替
え
を
す
る
シ

　

ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
一
鉢

●
申
込
方
法　

　

６
月
６
日(

月)

〜
11
日(

土)

に
道
の
駅

　

那
須
与
一
の
郷
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　

(
２
３)

８
６
４
１

　

市
で
は
、
見
る
人
の
心
に
「
や
す
ら

ぎ
」
や
「
う
る
お
い
」
を
与
え
る
よ
う
な
、

緑
豊
か
で
美
し
い
庭
を
持
つ
方
を
探
し
て

い
ま
す
。

　

優
れ
た
緑
化
活
動
を
実
践
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
、
大
田
原
市
緑
化
顕
彰

審
査
会
に
お
い
て
表
彰
い
た
し
ま
す
。

　

自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　

６
月
１
日(

水)

〜
７
月
29
日(

金)

●
応
募
要
件

　

市
内
に
所
在
す
る
家
で
、
手
入
れ
の
ゆ

　

き
届
い
た
美
し
い
庭
を
お
持
ち
の
方
を

　

応
募
対
象
と
し
ま
す
。
推
薦
者
の
住
所

　

は
、
市
内
・
市
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
方
法

　

農
林
整
備
課
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
ま
た

　

は
郵
送
で
提
出
。(

受
付
時
間　

平
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時)

●
注
意
事
項

　

応
募
さ
れ
た
方
の
お
宅
に
は
、
現
地
審

　

査
を
行
う
た
め
、
９
月
６
日(

火)

に
審

　

査
会
委
員
が
訪
問
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　

(

２
３)

８
１
２
６

　

平
成
23
年
度
の
年
度
更
新
の
手
続
き
は

６
月
１
日
か
ら
７
月
11
日
の
間
に
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
料
の
算
定
方
法
は
、
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
に

支
払
う
賃
金
総
額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て

得
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
概
算
・
確
定
保
険
料
の
申
告
・

納
付
は
栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
・

労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
受
け
付
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
最
寄
り
の
日
本
銀
行
歳

入
代
理
店
・
郵
便
局
な
ど
で
も
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
手
続
き
の
際
は
、
申
告
書
と

納
付
書
を
切
り
離
さ
な
い
で
、
保
険
料
を

添
え
て
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(

労
働
保
険
料
申
告
な
ど
の
事
務
を
社
会

保
険
労
務
士
や
労
働
保
険
事
務
組
合
に
委

託
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す)

　

詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室
、
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職
業
安

定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　

０
２
８(

６
３
４)

９
１
１
３

　

大
田
原
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　

(

２
２)

２
２
７
９

　

大
田
原
公
共
職
業
安
定
所

　

(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
田
原)

　
　
　

(

２
２)

２
２
６
８

　

安
全
な
食
品
を
選
び
た
い
と
い
う
消
費

者
の
声
に
応
え
て
県
が
進
め
て
い
る
の
が

「
と
ち
ぎ
ハ
サ
ッ
プ
」
と
い
う
制
度
で
す
。

食
品
の
安
全
管
理
を
確
実
に
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
店
舗
や
工
場
が
認
証
さ
れ
ま
す
。

　

認
証
さ
れ
た
施
設
は
公
表
さ
れ
、
認
証

さ
れ
た
店
舗
や
工
場
と
、
そ
こ
で
製
造
さ

れ
た
食
品
に
は
、
と
ち
ぎ
ハ
サ
ッ
プ
の
認

証
マ
ー
ク
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
食
品
購

入
や
お
店
選
び

に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
生
活
衛
生
課

　
　
　

０
２
８(

６
２
３)

３
１
１
４

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
２)

２
３
６
４

平
成
23
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
の

申
告
納
付
時
期
は

６
月
１
日
〜
７
月
11
日

平
成
23
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
の

申
告
納
付
時
期
は

６
月
１
日
〜
７
月
11
日

認証マーク

栃
木
県
食
品
自
主
衛
生
管
理

認
証
制
度（
と
ち
ぎ
ハ
サ
ッ
プ
）

大
田
原
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す

「
緑
の
美
し
い
庭
」を

　
　
　
　
　

探
し
て
い
ま
す

シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
植
え
替
え

講
習
会
参
加
者
募
集

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
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図書館・統計

　男　　３７,２６７人
　女　　３７,８１７人
　計　　７５,０８４人
世帯数　２６,９４２世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

４月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(５月1日現在)

　男　　３９,２２７人
　女　　３７,９１３人
　計　　７７,１４０人
世帯数　２８,０９３世帯

転入 380 人   転出 443 人 
出生   64 人   死亡   75 人

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

１件
０件
１件
２件

5件
3件
5件
１3件

４,６５６千円
２６,４１１千円

◆火災･救急 ４月分
[火災発生件数 ]

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　   　  　　　　  )

建　物
林　野
その他
　計　
損害額

８９件
５４０件
２５３件

　　　　　　　　８８２件

２４件
１０９件
５０件
 １８３件

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

交 通
急 病
その他
　計　

◆交通事故 ４月分
７１件
０人
９４人
６４６件

２０件
０人
３２人
１６４件

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
市町村に住所を定めている者とし
て、当該市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数およびそれ
らの者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成23
　年１月からの累計です。

●日　　時　６月15日(水)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１
　　　　　　(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時秘書課でお受けします。
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん お気軽に
お電話ください

■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます。
詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

●日　時　６月５・12・19日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　１階　児童クラブ室　
●出　演　ピノキオ会員のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ
　　　　　紙しばい、工作 など

ピノキオおはなし会

(23)4560 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

●日　時　６月11日(土)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク
　　　　　紙しばい、工作 など

こどものつどい

●日　時　６月12日(日) 　
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　２階  視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ
　　　　　紙しばい など

コアラおはなし会

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00(98)7037

◎節電および省エネルギーに協力するため、開館時間が変更になって
　いる場合があります。各図書館にてご確認ください。

●日　時　６月18日(土)
　　　　　午前10時～
●会　場　２階　視聴覚室
●内　容　リサイクル対象の雑
　　　　　誌、本を持ち帰りい
                  ただけます。

本・雑誌のリサイクル

※持ち帰り用の袋をご持参ください。

６月の図書館カレンダー６月の図書館カレンダー

水
１
８
15
22
29

木
２
９
16
23
30

日

５
12
19
26

火

７
14
21
28

土
４
11
18
25

月

６
13
20
27

金
３
10
17
24

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

休館日

水
１
８
15
22
29

木
２
９
16
23
30

日

５
12
19
26

火

７
14
21
28

土
４
11
18
25

月

６
13
20
27

金
３
10
17
24
休館日

13,420人(583人)

2,603人(124人)

6,022人(262人)

1,213人(  58人) 5,284冊

4,972点

1,226点

入 館 者(1日平均) 個人貸出利用者数(1日平均)

27,781冊
本 CD･ビデオ
貸 出 点 数種 別

施設区分

大田原

黒　羽

967人(  42人) 135人(    6人) 468冊湯津上

４
月
の
統
計 40点
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芭蕉の館・彫刻周遊

　

芭
蕉
は
正
保
元
年（
１
６
４
４
）、伊
賀

国
上
野
赤
坂
（
今
の
三
重
県
伊
賀
市
内
）
で

松
尾
与
左
衛
門
の
二
男
と
し
て
誕
生
し
、

本
名
を
宗
房
と
い
い
ま
す
。「
芭
蕉
」
は
俳

号
の
一
つ
で
す
が
、
最
も
有
名
な
も
の
で

す
。若
い
こ
ろ
に
地
元
の
藤
堂
新
七
郎
家

（
五
千
石
）の
嫡
子
良
忠（
俳
号
・
蝉
吟
）に

仕
え
、
彼
の
影
響
で
俳
諧
に
親
し
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

寛
文
12
年（
１
６
７
２
）、29
歳
の
芭
蕉

は
『
貝
お
ほ
ひ
』
と
い
う
作
品
を
故
郷
の
神

社
に
奉
納
し
、
こ
れ
が
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な

り
ま
す
。こ
の
あ
と
江
戸
に
下
り
、
小
石
川

の
水
道
工
事
関
係
の
仕
事
な
ど
も
経
験
し

ま
す
が
、
34
・
35
歳
ご
ろ
に
俳
諧
の
宗
匠

と
し
て
一
本
立
ち
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
延
宝
８
年（
１
６
８
０
）、37
歳

の
時
に
新
た
な
句
境
の
模
索
の
た
め
華
や

か
な
日
本
橋
を
離
れ
、
深
川
で
庵
を
結
ぶ

こ
と
に

な
り
ま

す
。
当

時
、
深

川
の
臨

川
庵
に

滞
在
中

の
鹿
島
根
本
寺
住
職
仏
頂
禅
師
に
参
禅
も

し
て
い
ま
す
。こ
の
あ
と
芭
蕉
は
旅
に
生
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、そ
の
き
っ
か
け
は

一
所
不
住
を
旨
と
す
る
仏
頂
の
生
き
方
に

接
し
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
芭
蕉
は
、
41
歳
の
秋
か
ら
旅

の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
40
歳
代
半
ば

ま
で
に
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』『
鹿
島
詣
』『
笈

の
小
文
』『
更
科
紀
行
』
と
い
う
紀
行
文
に

ま
と
め
ら
れ
る
旅
を
し
て
い
ま
す
。そ
し

て
元
禄
２
年（
１
６
８
９
）、
46
歳
の
時
に

門
人
曾
良
と
の『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
旅
が

あ
り
、
そ
の
途
中
で
黒
羽
に
二
週
間
滞
在

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
旅
を
通
し
て
、芭
蕉
は「
不
易
流

行
」と
い
う
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。永
遠
に
変
わ
ら
な
い
も
の
と
、
時
と
と

も
に
移
ろ
う
も
の
を
俳
諧
の
中
で
束
ね
よ

う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
旅
の
あ
と
、し
ば

ら
く
上
方
を
旅
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
江
戸

に
帰
り
ま
し
た
。こ
こ
で
芭
蕉
は「
軽
み
」

の
作
風
を
模
索
し
ま
す
。「
軽
み
」と
は
作

為
や
観
念
の
過
剰
を
廃
し
、
日
常
を
詠
み

込
む
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
禄
７
年（
１
６
９
４
）10
月
、
芭
蕉
は

最
後
の
旅
の
中
で
大
坂
に
お
い
て
病
に
倒

れ
死
去
し
ま
し
た（
享
年
51
歳
）。生
涯
で

詠
ん
だ
句
は
９
８
３
句
確
認
さ
れ
て
お

り
、
作
品
の
数
々
は
永
遠
の
輝
き
を
放
っ

て
い
る
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
月
一
回
、
黒
羽
芭
蕉

の
館
の
催
し
物
や
収
蔵
・
展
示
資
料
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

松
尾
芭
蕉
の
生
涯

芭蕉翁像（日原公大氏 作）

よ
し
た
だ

む
ね
ふ
さ

よ     

ざ    

え   

も
ん

し
ょ
う
ほ
う

い
お
り

り
ん

ぶ
っ
ち
ょ
う

そ
う
し
ょ
う

え
ん
ぽ
う

も
う
で

お
い

こ   

ぶ
み

さ
ら
し
な

そ   

ら

ふ   

え
き

せ
ん
ぎ
ん

せ
ん

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
④

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
④

市内で作られた作品とその作者彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

10

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

　ふれあいの丘の芝生広場の東端に並ぶ彫刻群
の中の１つです。
　少年時代、“自然”を遊び場にしていた作者
は、“森”に特別な魅力を感じていました。森は

四季を通じて
いろいろな感
覚を覚え、体
験した場所で
した。
　ところが、
年を重ねるた
びに、次第に
その森との距
離は離れ、今
では遠くから
眺めることが
ほとんどとな
りました。そ
れでも、時折

森に足を踏み入れ
れば、そこは「少
年だった頃の思い
出が甦って来る」
ところであり、
「いつ帰っても、
懐かしさと共に夢
や希望を与えてく

れる場所」なのだそうです。
　作者は「そんな思いを作品を見てくれた人が
少しでも感じ、だれもが持っている少年、少女
時代の日々を思い出してくれたら」という思い
をこの作品に刻み込ん
でいます。
　作者は本県出身の飯
村直久氏。1995年の
「国民文化祭とちぎ
’95」では文部大臣奨
励賞を受賞。現在は栃
木県立美術館に勤務し
ながら、精力的に作品
を作り続けています。

設置場所案内図（★印）

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場 芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

森のうたー若葉のころー
飯村　直久（栃木県）1997年
いい むら　　 なお ひさ

飯村  直久  氏飯村  直久  氏

よみがえ
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●クラシック・サマーシリーズ⑦
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル
　～清流をブラスにのせて～

●クラシック・サマーシリーズ⑦
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル
　～清流をブラスにのせて～

●期日・時間　６月４日（土）～12日（日）
　　　　　　　午前９時～午後５時
●会　場　第１・２ ｷﾞｬﾗﾘｰ
●入場料　200円（学生以下無料）
●出品者　６部門44人（出品点数・59点）

【出品作家によるアートガイド】
　出品作家の来館日は当ホールまでお問い合わせください。
【東日本大震災復興支援小品即売コーナー】
　原野展出品作家による小品を展示販売します。
　作品の購入は先着順。
【アート体験教室】　
●日　時　６月11日（土）午後２時　
●場　所　交流ホール

〈原野展・イベント参加者募集〉

●第16回原野展
　～那須野が原の作家たちは今～
●第16回原野展
　～那須野が原の作家たちは今～

大人1,300円(友の会 1,200円)
学生   500円　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場 ８月27(土)/大ホール
午後２時～公開クリニック
午後３時～コンサート

●共演　大田原市立湯津上中学校ブラスバンド部
※入場は就学児以上とさせていただきます。
※友の会招待事業（100席・要予約）
※招待者・チケット購入者に飲み物券をサービス。

●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ
　「０才からのファミリー・
　　　　　　　　　　コンサートVol.14」

●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ
　「０才からのファミリー・
　　　　　　　　　　コンサートVol.14」

　　　　　　　 
　　　　　
　　　　　　  　大人1,300円（友の会1,200円）
　　　　　　  　小学生～高校生500円
　　　　　　　  ０才～小学生未満無料（無料の入場
　　　　　　　  券が必要です）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　  大人1,300円（友の会1,200円）
　　　　　　  　中学生～高校生500円
　　　　　　　  ３才～小学生無料（無料の入場券が        
　　　　　　　  必要です）
※入場は３才以上とさせていただきます。
※妊婦招待事業です。
●予定曲目
♪ベートーヴェン：交響曲第5番「運命」より
♪チャイコフスキー：バレエ音楽「白鳥の湖」より
♪サン＝サーンス：「動物の謝肉祭」より　
♪リムスキー＝コルサコフ：交響組曲「シェエラザード」ほか

チ ケ ッ ト
自 由 席

日時・会場 ７月30日(土)/小ホール
午前10時45分開演

♪毎回好評のトリオ･ラ･プラージュによる人気コンサー　
　ト。おもに未就学児向けの約１時間のプログラムです。

●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ
　夏休み、家族で自由研究!!
　音楽の不思議に迫る

●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ
　夏休み、家族で自由研究!!
　音楽の不思議に迫る

チ ケ ッ ト
自 由 席

日時・会場 ７月30日(土)/小ホール
午後３時開演

♪オーケストラ曲でも６人で演奏してしまう驚異のミニ
　ミニオーケストラ！ご家族でお馴染みの名曲をどうぞ。

【トリオ・ラ・プラージュ
　　　　　withフレンズ】

トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ

：田口 美里　
：近藤 千花子
：渚     智佳
：牛腸 和彦
：丸茂     新
：村松 裕子

ヴァイオリン
クラリネット
ピアノ 
トランペット
ホルン
コントラバス

●植村花菜Acoustic Live Tour　2011
　あなたの街におジャマします
●植村花菜Acoustic Live Tour　2011
　あなたの街におジャマします

日時・会場

６月19日(日)

4,200円
(友の会  3,800円)　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後６時開演
小ホール

※４歳以上有料。 植村花菜

●バンド結成50周年祭りコンサート
　寺内タケシとブルージーンズ
●バンド結成50周年祭りコンサート
　寺内タケシとブルージーンズ

5,000円
(友の会  4,500円)　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場

６月18日(土)
午後6時開演
小ホール

●共演　レッド・ラビッツ（地元エレキバンド）
●予定曲目　♪夜空の星、♪慕情、♪運命
　　　　　　♪津軽じょんがら節　ほか

※入場は就学児以上とさせていただきます。

寺内タケシ

♪”トイレの神様”をハーモニーホールで生で聴こう!!

チケット好評発売中!チケット好評発売中!



５月５日(こどもの日)、ふれあいの丘を会場に、毎年恒例のふれあいこどもまつりが開催されました。震災の影
響で規模を縮小しての開催となりましたが、かしわもちづくり体験やスナッグゴルフ体験など、子どもたちが
参加して楽しめるイベントが数多く催され、会場のあちらこちらで子どもたちの笑顔があふれていました。

５月３日～５日の３日間、震災の復興支援と地元農産物の安全ＰＲを目的に、道の駅春まつりが開催さ
れました。５月３日の初日には、よりかわいらしく変身した新｢与一くん｣のお披露目セレモニーが行わ
れたほか、地元の新鮮野菜や特産品の販売、子どもたちへ綿あめやポップコーンの無料配布などが行わ
れ、多くの家族連れで賑わいました。

第15回ふれあい
          こどもまつり

第15回ふれあい
          こどもまつり

新「与一くん」はさっそく大人気 地元産いちごの無料配布

あらまち蔵屋敷による駄菓子販売子どもたちへ綿あめの無料配布

新「与一くん」はさっそく大人気

親子で体験かしわもちづくり会場に設置された募金箱

子どもたちに大人気だったスナッグゴルフ 101匹の鯉のぼりがお出迎え

親子で体験かしわもちづくり自然観察館でクワガタとふれあい会場に設置された募金箱

地元産いちごの無料配布 特産アユの塩焼き販売

あらまち蔵屋敷による駄菓子販売子どもたちへ綿あめの無料配布

子どもたちに大人気だったスナッグゴルフ 101匹の鯉のぼりがお出迎え

チャレンジランキング
空き缶釣り
チャレンジランキング
空き缶釣り

那須与一の郷
　　春まつり

道の駅
那須与一の郷
　　春まつり

道の駅
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